
前
田
玄
以
発
給
文
書
集
成
（
三
）

伊
　
　
藤
　
　
真
　
　
昭

　

本
稿
は
、
豊
臣
政
権
の
な
か
で
、
所
司
代
と
し
て
公
家
・
門

跡
・
寺
社
・
町
を
管
轄
し
た
前
田
玄
以
（
一
五
三
九
～

一
六
〇
二
）
の
発
給
文
書
を
管
見
の
限
り
収
集
し
、
判
明
す
る

限
り
年
代
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
い
わ
ゆ
る
「
五

奉
行
」
と
し
て
、
他
の
奉
行
人
と
と
も
に
連
署
状
も
発
給
し
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
単
独
で
発
給
さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
た
。

　
（
一
）
は
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
二
月
の
民
部
卿
法
印

に
叙
せ
ら
れ
る
以
前
、（
二
）
は
天
正
二
十
年
（
文
禄
元
年
）

ま
で
を
『
歴
史
文
化
研
究
』
第
五
号
・
第
六
号
（
華
頂
短
期
大

学
、
二
〇
一
六
・
二
〇
一
七
）
に
収
録
し
て
い
る
。
今
回
は
そ

れ
を
引
き
継
ぎ
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
徳
善
院
僧
正

に
任
官
す
る
文
禄
五
年
（
慶
長
元
年
・
一
五
九
六
）
五
月
ま
で

と
、
民
部
卿
法
印
の
名
乗
り
で
年
代
を
比
定
で
き
な
か
っ
た
無

年
号
文
書
を
月
日
順
に
収
録
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
扱
う
期
間
中
に
起
こ
っ
た
文
禄
四
年
七
月
の
秀
次
事

件
は
、
所
司
代
機
能
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
ま
で

管
轄
し
て
い
た
町
が
玄
以
の
手
を
離
れ
て
、
上
京
は
増
田
長
盛
、

下
京
は
石
田
三
成
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
玄
以
は
、

公
家
・
門
跡
・
寺
社
を
管
轄
す
る
こ
と
と
な
る
。

凡
例

一�
文
書
に
は
通
し
番
号
を
付
け
、
文
書
ご
と
に
文
書
表
題
・
出

典
・
文
書
本
文
の
順
に
並
べ
た
。
原
文
書
以
外
の
写
し
・
記

録
等
に
よ
る
場
合
は
表
題
に
写
し
と
表
記
し
た
。
東
京
大
学
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史
料
編
纂
所
の
影
写
本
・
写
真
帳
等
は
原
文
書
と
同
様
に
扱
っ

た
。

一�
収
録
に
あ
た
り
、
原
文
書
・
影
写
本
・
写
真
帳
と
の
照
合
を

行
い
、
本
文
の
照
合
に
用
い
た
も
の
を
出
典
に
表
記
し
た
。

照
合
史
料
の
書
誌
情
報
は
末
尾
に
五
十
音
順
に
一
括
で
配
列

し
た
。

一�

文
書
本
文
の
表
記
は
、
原
則
次
の
基
準
に
拠
っ
た
。

　

①�

字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
お
よ
び
通
用
漢
字
を
用
い

た
。

　

②�

官
途
・
名
乗
・
署
判
・
脇
付
の
位
置
は
、
適
宜
統
一
を
行
っ

た
。
宛
名
の
高
さ
は
月
日
と
の
相
対
的
位
置
に
配
置
し
た
。

　

③�

原
文
書
に
あ
る
花
押
は
（
花
押
）、
写
本
等
に
書
写
さ
れ

た
花
押
は
（
花
押
影
）
と
表
記
し
た
。

　

④�

無
年
号
文
書
の
う
ち
年
代
比
定
可
能
な
文
書
に
つ
い
て
は
、

（　

）
で
推
定
年
を
記
し
、
そ
の
理
由
を
文
書
末
尾
に
按

文
を
付
し
、
文
頭
に
○
を
付
し
て
本
文
と
区
別
し
た
。

　

⑤
適
宜
行
間
に
以
下
の
注
を
付
し
た
。

　
　

ⅰ
人
名
注
は
（　

）
を
用
い
た
。

　
　

ⅱ
脱
字
の
場
合
は
（
○
脱
）
と
し
た
。

　
　

ⅲ�

原
文
の
ま
ま
で
は
文
意
が
理
解
し
が
た
い
場
合
は
（
マ

マ
）
と
し
た
。

　

⑥
文
字
を
判
読
し
が
た
く
推
測
し
た
場
合
は
（
カ
）
と
し
た
。

　

⑦�

史
料
が
前
欠
の
場
合
は
（
前
欠
）、
後
欠
の
場
合
は
（
後
欠
）

と
し
た
。

　

⑧�

本
文
以
外
の
部
分
等
に
は
「　

」
を
付
し
、
そ
れ
ぞ
れ
（
端

裏
書
）・（
異
筆
）・（
ウ
ハ
書
）
等
を
行
間
に
付
し
た
。
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226
松
田
政
行
宛
書
下
写
「
角
坊
文
書
」

　
　

�
又
路
銭
等
之
儀
、
大
方
算
用
候
て
取
替
可
遣
候
、
何
篇
ニ

も
急
罷
下
候
様
に
可
申
付
候
、

面
打
に
醍
醐
之
角
坊
、
名
護
屋
江
早
々
可
罷
下
候
旨
被
仰
出
候
、

然
者
面
打
候
道
具
・
木
・
さ（

彩

色

）

い
し
き
の
絵
具
以
下
持
せ
候
て
、早
々

く
た
す
へ
く
候
、
関（
豊
臣
秀
次
）

白
様
御
朱
印
に
て
つ（
継
）き
夫
を
以
、
可
罷
下

候
旨
、
御
意
候
、
夜
半
日
ニ
つ
き
急
可
罷
下
候
旨
可
申
付
候
也
、

　
　
　

卯（
文
禄
二
年
）
月
七
日　
　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　

松
田
勝（
政
行
）右
衛
門
殿

〇
名
護
屋
下
向
の
内
容
と
228
号
文
書
か
ら
文
禄
二
年
と
す
る
。

227
駒
井
重
勝
宛
書
状
「
益
田
孝
氏
所
蔵
文
書
」

「　
（
墨
引
）　　
　
　

 

民
部
卿
法
印

　

駒
井
中（重

勝
）務
少
輔
殿　
　
　
　
　

玄
以
」

一�

一
昨
日
廿
三
日
唐
之
勅
使
ニ
被
成
御
対
面
候
、　

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
御

装
束
被
成
候
ニ
付
、
公
家
・
諸
大
夫
・
平
侍
衆
悉
そ
れ

く

の
装
束
に
て
に
き

く
敷
候
様
体
に
て
三
献
被
下
、
其
後
黄

金
之
御
座
敷
に
て
御
食
・
御
茶
被
下
候
事
、

一�

金
之
御
座
敷
に
て
ハ
ゆ
る

く
と
以
筆
談
太
唐
之
様
体
申
上
、

又
日
本
之
様
子
被
仰
聞
候
、
一
段
筆
か
ろ
に
申
上
候
て
、
御

意
に
入
申
候
、
勅
使
も
致
満
足
体
ニ
御
座
候
つ
る
事
、

一�

日
本
之
儀
、
当　

関（
豊
臣
秀
次
）

白
殿
へ
被
成
御
譲
候
之
旨
、
今
度
自�

　

大
明
申
越
候
御
無
事
之
趣
被
成
御
尋
、
以
其
上
被
得　

勅

定
候
て
、
御
返
事
可
被
成
と
て
唐
之
勅
使
被
留
置
候
、
其

内
ニ
高
麗
も（
牧
使
）

く
そ
判
官
城
を
せ
め
さ
せ
ら
れ
、
落
居
次
第
御

仕
置
之
城
共
可
被
仰
付
之
旨
候
事
、

一�

御
無
事
急
度
相
調
候
ハ
ぬ
以
前
者
如
何
様
之
御
行
も
御
沙
汰

候
へ
と
、
双
方
申
合
候
ニ
よ
り
如
此
候
、

一�

増（
長
盛
）田
・
石（
三
成
）田
・
大（
吉
継
）谷
・
小（
行
長
）西
、
右
如
申
候
、
高
麗
之
御
仕
置

被
仰
付
、
昨
朝
は
や
高
麗
江
渡
り
申
候
事
、

一�

越（
上
杉
景
勝
）

後
宰
相
・
津（
織
田
信
包
）

少
将
・
北（
堀
秀
治
）庄
侍
従
・
佐
竹
侍（
義
宣
）従
・
溝
口

伯（
秀
勝
）耆
・
村
上
周（
頼
勝
）防
、
此
衆
可
渡
海
仕
之
旨
、
昨
日
被
仰
出
候
、

高
麗
ノ
御
仕
置
被
成
御
急
候
故
に
て
御
座
候
、

一�

黒
田
勘（
孝
高
）解

由
高
麗
之
御
仕
置
之
儀
、
可
得
御
意
と
て
去
廿
一

日
ニ
名
護
屋
へ
罷
越
候
ヘ
ハ
、
も
く
そ
城
な
と
取
巻
、
其
外

御
仕
置
之
儀
被　

仰
付
候
ニ
、
其
段
迄
者
急
度
申
付
候
ハ
て

罷
越
候
義
曲
事
と
被
仰
出
、
御
対
面
も
な
く
追
返
さ
せ
ら
れ

候
、
と
か
く
皆
々
高
麗
へ
渡
り
申
候
衆
、
去
年
以
来
ひ
と
り
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く
我
々
か
存
分
計
申
候
て
談
合
ニ
も
不
越
、
今
以
心

く

に
て
諸
事
何
日
も
不
行
之
由
申
候
、
さ
様
之
子
細
に
て
今
度

黒
勘
も
罷
越
、
結
句
し
か
ら
れ
申
候
て
帰
申
候
、
か
様
之
始

末
共
筆
舌
ニ
ハ
言
上
仕
か
た
き
事
共
候
間
、
不
申
上
候
、

一�

大
明
江
可
被
遣
と　

御
意
候
御
書
之
案
文
両
通
進
上
候
、
被�

　

成
御
披
見
候
て

　

禁
中
江
も
上
さ
せ
ら
れ
候
へ
と
御
諚
ニ
候
、

一�

長
谷
川
藤（
秀
一
）五
郎
煩
相
果
申
候
、
跡
目
之
儀
先
々
彼
家
老
之
老

共
と
し
て
当　

御
軍
役
を
は
可
相
勤
之
旨
御
意
候
、
木
村

常（
重
茲
）州
、
藤
五
郎
と
此
中
も
陣
中
一
所
之
由
、
諸
事
相
談
仕
候

へ
と
の
仰
に
て
御
座
候
、
畢
竟
之
儀
者
加
竹
老
年
に
候
共
、

藤
五
郎
息
成
人
仕
候
間
者
罷
出
御
奉
公
も
申
候
ハ
ヽ
、
其
分

に
可
被
仰
付
と
御
意
候
、
加
竹
達
而
宿
老
之
儀
迷
惑
と
申
候

ハ
ヽ
、
過
分
之　

御
軍
役
之
跡
に
て
候
間
、
誰
に
て
も
被
成

御
計
可
被
仰
付
之
旨
、
昨
日
悉
以
拙
者
被　

仰
出
候
事
、

　

�

右
之
外
珍
敷
儀
無
御
座
候
、
猶
追
而
可
申
上
候
旨
可
預
御
披

露
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

五（
文
禄
二
年
）

月
廿
五
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

 

駒
井
中
務
少
輔
殿

〇
明
勅
使
の
内
容
か
ら
文
禄
二
年
と
す
る
。

228
角
坊
宛
書
下
写
「
角
坊
文
書
」

今
度　

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
名
護
屋
江
被
召
下
面
共
被
仰
付
候
処
、
打
様
無

比
類
被
思
食
、
向
後
可
為
天
下
一
之
旨
、
被
成　

御
朱
印
候
、

就
而
者
可
在
京
仕
候
由
被
仰
出
候
、
可
成
其
意
候
也
、

　
　

文
禄
二

　
　
　

六
月
二
日　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
影
）

　
　

日
野

　
　
　

角
坊

229
上
賀
茂
社
家
中
宛
書
状
（
折
紙
）『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
372

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
へ
為
御
音
信
、
御
帷
子
廿
即
令
披
露
候
之
処
、
御
祝
著

之
旨
被
成
御
朱
印
候
、
次
我
等
へ
帷
子
三
、
遠
路
喜
悦
之
至
候
、

近
日
可
令
帰
洛
候
之
間
、
旁
期
其
節
候
、
尚
岡
本
監
物
可
被
申

候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

六（
文
禄
二
年
）

月
十
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

上
賀
茂

　
　
　
　
　

社
家
中
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〇
参
考
文
書
か
ら
文
禄
二
年
と
す
る
。

（
参
考
）
梅
軒
宗
匂
書
状
（
折
紙
）「
座
田
文
書
」
三

為
御
見
廻
、
此
御
方
御
下
向
即
、

大
閤
様
江
の
緒
帷
子
御
披
露
候
て
、
一
段
仕
合
よ
く
被
成
御
朱

印
候
、
将
又
民
部
法
印
ゟ
も
返
事
候
、
私
江
青
銅
弐
拾
疋
御
懇

慮
不
申
得
候
、
将
又
自
大
明
国
為
御
侘
言
、
勅
使
両
人
去
月

十
五
日
ニ
名
護
屋
ニ
至
て
参
着
、
同
廿
三
日
被
成
御
対
面
候
、

御
無
事
可
相
調
体
候
、
又
法
印
頓
而
御
暇
可
出
之
由
候
間
、
万
々

供
仕
、
帰
京
候
て
可
申
入
候
、
委
岡
本
監
物
殿
江
申
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
軒

　
　
　

六（
文
禄
二
年
）
月
十
日　
　
　
　
　
　

宗
匂
（
花
押
）

　
　
　

岡
本
宮
内
少
輔
殿

　
　
　

山
本
丹
波
守
殿

230
松
尾
社
務
三
位
等
宛
書
状
（
折
紙
）「
東
文
書
」
四

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
江
自
社
家
中
為
見
廻
巻
数
并
御
帷
子
三
令
披
露
候
之
処
、

遠
路
御
祝
着
之
間
、
被
成　

御
朱
印
候
、
次
我
等
へ
帷
子
二
到

来
喜
悦
候
、
尚
期
帰
洛
之
節
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

八（
文
禄
二
年
）
月
五
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

松
尾

　
　
　
　

社
務
三
位
殿

　
　
　
　

松
室
左
衛
門
佐
殿

　
　
　
　

沙
汰
人
善
左
衛
門
尉
殿

○
秀
吉
が
太
閤
と
な
っ
て
か
ら
、
玄
以
が
徳
善
院
に
な
る
前
な
の
で
、
天
正

二
十
年
～
文
禄
四
年
。
こ
の
間
秀
吉
が
八
月
に
「
遠
路
」
に
い
る
の
は
文
禄

二
年
。
玄
以
は
八
月
二
十
四
日
に
大
坂
ま
で
戻
っ
た
（『
兼
見
卿
記
』）。

231
三
上
三
大
夫
宛
書
状
（
折
紙
）『
九
条
家
文
書
』
2007

（
包
紙
ウ
ワ
書
）

「
九
条
殿
様

　
　

 

三
上
三
大
夫
殿
」

先
度
者
御
成
忝
候
、
仍
最
前
勅
使
者
名
護
屋
へ
御
下
向
之
砌
、

為
御
音
問
御
書
、
殊
生
絹
御
帷
子
一
拝
領
、
遠
路
御
懇
慮
難
申

謝
存
候
、
旁
期
祗
候
可
申
上
候
旨
、
可
預
御
取
成
候
、
恐
々
謹

言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　
　

九（
文
禄
二
年
）

月
廿
三
日　
　
　

玄
以
（
花
押
）
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三
上
三
大
夫
殿

○
文
禄
二
年
七
月
に
勅
使
が
名
護
屋
に
下
向
す
る
（『
兼
見
卿
記
』）。

232
立
花
宗
茂
宛
書
状
「
立
花
家
文
書
」
474

九
月
十
八
日
之
御
状
、
今
日
京
着
拝
見
本
望
存
候
、
殊
見
事
之

鶴
一
被
懸
御
意
候
、
遠
境
御
厚
情
之
段
不
知
謝
所
候
、
随
而
其

表
御
普
請
御
在
番
無
御
由
断
被
仰
付
候
由
、
御
苦
労
之
次
第
奉

察
存
候
、
御
城
々
無
異
儀
之
旨
尤
存
候
、
自
是
切
々
可
申
入
候

処
、
遠
路
不
任
心
中
故
、
時
々
御
返
事
ニ
罷
成
迄
候
、
併
疎
遠

之
体
所
存
外
候
、
大（
豊
臣
秀
吉
）
閤
御
所
・
殿（
豊
臣
秀
次
）
下
様
御
前
何
れ
も
相
易
儀
無

御
座
候
、
毎
事
可
御
心
安
候
、
旁
期
後
音
之
時
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

極（
文
禄
二
年
）
月
八
日　
　
　
　
　

玄
以
花
押

　
　
　
　

羽（
立
花
宗
茂
）
柴
左
近
侍
従
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
報

○
秀
吉
が
太
閤
と
な
っ
て
以
後
、
秀
次
事
件
ま
で
な
の
で
、
天
正
二
十
年
～

三
年
。
秀
吉
と
秀
次
が
十
二
月
七
日
に
と
も
に
上
方
に
い
る
の
は
文
禄
二
年
。

元
年
は
秀
吉
が
名
護
屋
に
、
三
年
は
秀
次
が
尾
張
に
い
る
。

233
菊
亭
晴
季
他
四
名
宛
書
状
写�

�

�

『
中
山
家
記
』
文
禄
三
年
二
月
十
二
日
条

今
度
吉
野
之
御
花
見
可
被
供
奉
旨
被
仰
出
候
間
、
可
有
其
御
心

得
候
、
三
月
朔
日
・
二
日
・
三
日
之
内
、
大
坂
迄
タ
ヽ
セ
ラ
レ

候
ハ
ン
ト
ノ
儀
ニ
候
、御
公
家
衆
ニ
ハ
此
五
人
之
外
ハ
不
被
仰
出
候
、

今
度
之
御
供
ハ
事
之
外
御
重
恩
ニ
被
仰
出
候
間
、
内
々
可
被
成

其
御
心
得
候
、
明
日
伏
見
マ
テ
可
為
御
成
旨
候
、
万
々
罷
上
候

刻
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

二（
文
禄
三
年
）
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

以
判

　

菊（
晴
季
）亭
殿

　

勧（
晴
豊
）修
寺
殿

　

中（
親
綱
）山
殿

　

日（
輝
資
）野
殿

　

飛（
雅
庸
）鳥
井
中
将
殿

234
松
尾
三
位
宛
書
状
写
「
松
尾
神
社
文
書
」
三

芳
墨
致
拝
見
候
、
仍　

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
御
所
芳
野
御
成
ニ
付
て
、
御
礼
等

之
時
宜
、
御
意
通
委
細
令
存
知
候
、
一
中
罷
下
砌
可
得
御
意
候
、

恐
々
謹
言
、
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民
部
卿
法
印

　
　

二（
文
禄
三
年
）
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
影
）

　

松
尾
三
位
殿

○
吉
野
の
花
見
は
文
禄
三
年
二
月
。

235
駒
井
重
勝
宛
書
立
写
『
駒
井
日
記
』�
�

�

文
禄
三
年
三
月
十
一
日
条

民
法
存
ニ
而
尾
州
江
罷
下
陰
陽
之
書
立
、
従
民
法
来
写
、

　

一
百
九
人　
　

京
ゟ

　

一
拾
人　
　
　

堺
南
北
ゟ

　

一
八
人　
　
　

大
坂
ゟ

　
　
　
　

合
百
弐
拾
七
人

236
駒
井
重
勝
宛
書
状
写
『
駒
井
日
記
』
文
禄
三
年
四
月
一
日
条

一�

清
須
町
之
儀
、　

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
江
被
申
上
、
民
部
法
印
書
中

　

一�

清
須
町
人
之
事
ニ
御
帳
面
之
趣
申
上
候
得
者
、
被
仰
付
様

尤
与
御
諚
候
、
然
者
七
百
六
拾
余
人
之
儀
、
早
々
本
郷
在
々

所
江々
御
返
し
被
成
、
清
須
町
を
か
た
つ
け
さ
せ
ら
れ
、

町
之
跡
少
々
耕
作
被
仰
候
様
ニ
と　

御
諚
候
、
此
等
之
旨

可
被
仰
上
候
、
御
帳
則
返
進
申
候
、
明
日
者
弥
可
被
成�

　

御
上
洛
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三（
文
禄
三
年
）
月
廿
九
日　
　

民
部
法
印

　
　
　
　
　

駒
井
中（
重
勝
）務
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

237
伊
達
政
宗
宛
書
状
『
伊
達
家
文
書
』
654

如
仰
其
後
無
音
、
所
存
之
外
候
、
仍
明
後
五
日
御
茶
可
被
下
之

由
、
先
以
御
懇
慮
畏
入
候
、
雖
然
五
日
ニ
ハ
御
城
御
女
中
衆
御

振
舞
之
儀
被
仰
出
、
公
私
御
用
等
取
紛
事
候
之
間
、
追
而
可
致

参
入
候
、
誠
思
召
寄
度
々
承
候
ニ
不
参
候
事
、
御
残
多
さ
不
及

是
非
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

卯（
文
禄
三
年
）
月
三
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

羽
柴
伊
達
侍（
政
宗
）従
殿

　
　
　
　
　
　
　

御
返
報

238
駒
井
重
勝
宛
書
付
写
『
駒
井
日
記
』
文
禄
三
年
四
月
七
日
条

一�

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
為　

御
諚
、
民
部
法
印
、
拙
者
方
迄
書
付
被
申
上
、
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加（
前
田
利
家
）
賀
宰
相　
　
　

中
納
言

　

能（
前
田
利
政
）
登
侍
従　
　
　

四
位

　

佐
竹
侍（
義
宣
）従　

　
　

四
位

　

安（
里
見
義
康
）
房
侍
従　
　
　

四
位

　

村
井
吉
兵
衛　
　

諸
大
夫

　

真
田
安（
昌
幸
）房
守　
　

諸
大
夫

右
之
官
位
ニ
被
仰
付
度
と　

大
閤
様
被
思
召
候
、　

関（
豊
臣
秀
次
）

白
様
江

申
上
、
於
御
同
心
者
、
経　

叡
慮
候
へ
と
被　

仰
出
候
、
已
上
、

　
　
　

四（
文
禄
三
年
）
月
七
日　
　
　
　
　

民
部
法
印
判

　
　
　

駒
井
中（
重
勝
）務
殿

239
諸
寺
中
宛
条
々
写
『
本
能
寺
史
料
』
中
世
篇　

212

　
　
　
　

条
々

一
其
宗
体
々
の
学
問
を
嗜
、
勤
行
等
弥
不
可
有
懈
怠
事
、

一�

女
犯
・
肉
食
之
儀
、
元
来
法
度
儀
、
雖
為
勿
論
、
猶
以
其
住

持
・
長
老
よ
り
弟
子
・
同
宿
堅
被
相
改
、
猥
無
之
様
ニ
可
被

申
付
、
弟
子
・
同
宿
衆
者
、
又
住
持
・
長
老
之
行
儀
を
相
改
、

互
無
油
断
、
毎
月
一
札
仕
、
仏
祖
・
開
山
之
前
ニ
可
被
備
、

其
外
年
中
ニ
一
度
起
請
を
書
、
奉
行
可
被
上
候
事
、

一�

行
儀
不
可
然
体
と
相
見
之
候
出
家
ハ
堅
遂
穿
鑿
、
寺
を
可
令

追
放
、
さ
様
之
段
油
断
候
て
其
寺
中
ニ
雖
為
一
人
、
乱
行
之

僧
於
在
之
者
、
惣
衆
中
共
以
可
為
曲
言
事
、

　

�

右
被
仰
出
旨
趣
無
油
断
可
被
相
守
、
異
他
王
城
之
諸
寺
、
都

鄙
物
詣
之
面
々
、
上
下
万
民
ニ
至
迄
殊
勝
ニ
存
、
感
涙
を
も

よ
ほ
し
、
諸
檀
那
令
帰
復（
伏
）
、
仏
法
繁
昌
ニ
候
様
ニ
可
被
相　

嗜
者
也
、

　
　

文
禄
三
年
四
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
寺
中

240
諸
寺
中
宛
条
々
写
「
妙
心
寺
文
書
」
七

　
　
　

条
々

一
其
宗
体

く
の
学
問
を
嗜
、
勤
行
等
弥
不
可
有
懈
怠
事
、

一�
女
犯
・
肉
食
之
儀
、
元
来
法
度
儀
、
雖
為
勿
論
、
猶
以
其
住

持
・
長
老
よ
り
弟
子
・
同
宿
堅
被
相
改
、
猥
無
之
様
ニ
可
被

申
付
、
弟
子
・
同
宿
衆
者
、
又
住
持
・
長
老
之
行
儀
を
相
改
、

互
無
由
断
、
毎
月
一
札
を
仕
、
仏
祖
・
開
山
之
前
ニ
可
被
備
、
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其
外
年
中
ニ
一
度
起
請
を
書
、
奉
行
へ
可
被
上
候
事
、

一�
行
儀
不
可
然
体
と
相
見
之
候
出
家
ハ
堅
遂
穿
鑿
、
寺
を
可
令

追
放
、
さ
様
之
段
由
断
候
て
其
寺
中
ニ
雖
為
一
人
、
乱
行
之

僧
於
在
之
者
、
惣
衆
中
共
以
可
為
曲
言
事
、

　

�

右
被　

仰
出
旨
趣
無
由
断
可
被
相
守
、
異
他
王
城
之
諸
寺
、

都
鄙
物
詣
之
面
々
、
上
下
万
民
ニ
至
迄
殊
勝
ニ
存
、
感
涙
を

も
よ
ほ
し
、
諸
旦
那
令
帰
復（
伏
）、
仏
法
繁
昌
ニ
候
様
ニ
可
被
相

嗜
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　

文
禄
三
年
四
月
日　
　
　

玄
以

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
寺
中

（
参
考
）『
大
徳
寺
文
書
』
3247

　
　
　

条
々

一
宗
体
々
々
之
学
文
ヲ
嗜
、
勤
行
等
弥
不
可
有
懈
怠
、

一�

女
犯
肉
食
之
儀
、
元
来
法
度
之
儀
、
雖
為
勿
論
、
猶
以
其
住

持
・
長
老
ヨ
リ
弟
子
・
同
宿
堅
相
改
、
猥
無
之
様
可
申
付
候
、

弟
子
同
宿
衆
者
又
住
持
・
長
老
之
儀
ヲ
相
互
無
油
断
毎
月
一

札
仕
、
可
備
仏
祖
・
開
山
前
事
、

一�

行
儀
不
可
然
体
相
見
候
出
家
者
、
堅
遂
穿
鑿
可
申
上
事
、

　
　
　

�

右
三
ヶ
条
之
旨
堅
可
相
守
候
、
若
於
違
犯
者
、
歴
代
祖

師
、
殊
蒙　

開（
宗
峰
妙
超
）

山
国
師
御
罰
、
可
被
処
罪
過
者
也
、
仍

起
請
文
如
件
、

　
　
　
　

其
年
七
月
朔
日

　

徳
善
院

　
　
　
　

御
奉
行
中　
　
　
　
　
　

大
徳
寺

241
治
部
卿
長
盛
宛
書
状
（
折
紙
）�

�

�

「
東
寺
塔
供
養
舞
楽
曼
荼
羅
供
自
記
裏
文
書
」

東
寺
塔
供
養
導
師
之
儀
御
沙
汰
之
由
候
、
就
其
東
寺
長
者
之
事

承
候
、
去
年
以
来
大（
空
性
）覚
寺
殿
よ
り
被
仰
事
候
、
様
体
東
寺
衆
へ

も
相
尋
、
隨
其
可
申
上
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

七（
文
禄
三
年
）
月
四
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　
　

治（
長
盛
）部

卿
殿

○
治
部
卿
長
盛
は
三
宝
院
門
跡
の
雑
掌
。
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242
三
宝
院
雑
掌
宛
書
状�

�

�

「
東
寺
塔
供
養
舞
楽
曼
荼
羅
供
自
記
裏
文
書
」

東
寺
長
者
之
儀
ニ
付
て
御
書
之
趣
令
拝
見
候
、
様
子
承
合
可
隨

其
候
、
委
細
治（
長
盛
）部
卿
可
被
申
入
候
、
か
し
く
、

　
　
　

七（
文
禄
三
年
）
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

三
宝
院
殿　
　
　
　
　

玄
以

　
　
　
　
　
　

御
雑
掌

○
花
押
は
な
い
が
、
本
文
の
筆
跡
は
原
文
書
と
酷
似
し
て
い
る
。

243
木
食
応
其
宛
書
状
写
『
醍
醐
寺
文
書
』
513

（
端
裏
書
）

 

「
文
禄
三
甲午
七
十
五
東
寺
塔
供
養
導
師
之
事
、
所
司
代
民

　

部
卿
法
印
玄
以
状
也
、」

東
寺
塔
供
養
導
師
之
儀
、
伝
奏
衆
被
伺

叡
慮
候
之
処
、
三（
義
演
）宝

院
殿
可
有
御
執
行
之
旨
候
之
間
、
其
通
可

有
申
沙
汰
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

七（
文
禄
三
年
）

月
十
五
日　
　
　
　

玄
以
判

　
　

大
仏

　
　
　
　

木（
応
其
）食
上
人

　
　
　
　
　
　
　
　

玉
床
下

244
某
宛
書
状
『
醍
醐
寺
文
書
』
4077

（
端
裏
書
）

 

「
文
禄
三
甲午
東
寺
塔
供
養
導
師
并
長
者
事
、
所
司
代
民
部

　

卿
法
印
玄
以
状
也
」

　
　

い
つ
れ
も

く
し（

如

在

）

よ
さ
い
御
入
候
ま
し
く
候
、

一�

と（
東
）う
寺
た（

塔

供

養

）

う
く
よ
う
の
事
、
大（
空
性
）覚
寺
と
の
よ
り
も
、
お
ほ
せ

事
候
つ
れ
共
、
は
や
三（義演

）ほ（

宝

院

）

う
ゐ
ん
ニ
て
御
さ
候
や
う
ニ
と

り（
綸
旨
）

ん
し
き
と
申
さ
た
め
候
事
、

一�

と（

東

寺

長

者

）

う
し
ち
や
う
し
や
の
事
ハ
、
こ（
去
年
）そ
よ
り
大
か
く
寺
と
の
よ

り
御
申
候
へ
と
も
、
や（

様

体

）

う
た
い
よ
く
わ（
我
身
）

か
ミ
し
は
し
と
申
候

ま
ゝ
、
た
つ
ね
候
て
と
申
の
へ
を
き
候
、
此
う
へ
も
や
う
た

い
よ
く
き
ゝ
候
て
、
そ
れ
ニ
し
た
か
い
候
へ
く
候
、

　
�

三
ほ
う
ゐ
ん
と
の
御
の
そ
ミ
の
事
ハ
、
こ
の
こ
ゝ
ろ
う
け
て

候
事
候
、
か
し
く
、

（
裏
紙
奥
捻
封
ウ
ハ
書
）

「（
墨
引
）
た
か
ま
に
て
き
ゝ
候
、
か
し
く
、
ほ
う
ゐ
ん
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ミ
ん
ふ
」

○
月
日
不
明
で
あ
る
が
、
前
号
文
書
に
か
け
て
こ
こ
に
お
く
。

245
日
野
法
界
寺
角
坊
宛
書
下
写
「
角
坊
文
書
」

其
方
屋
敷
之
内
植
木
并
竹
木
伐
ほ
り
候
事
、
一
切
不
可
有
之
候
、

若
押
而
ほ
り
候
ハ
ん
と
申
仁
於
有
之
者
、
急
度
此
方
江
可
被
申

越
候
也
、

　
　

文
禄
三

　
　
　

九
月
廿
一
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
影
）

　
　

日
野
法
界
寺

　
　
　

角
坊

246
上
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
87

聚
楽　

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
御
座
所
御
普
請
ニ
召
遣
候
用
候
、
当
郷
之
者

清（

尾

池

定

安

）

左
衛
門
尉
申
次
第
明
日
よ
り
可
罷
出
候
也
、

　
　

二（
文
禄
四
年
）

月
廿
七
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
賀
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
中

〇
250
号
文
書
と
の
関
連
で
文
禄
四
年
と
す
る
。

247
中
大
路
甚
介
宛
書
下
「
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
文
書
」

一�

御（
豊
臣
秀
頼
）

ひ
ろ
い
さ
ま
へ
去
年
御
移
徙
為
御
祝
儀
、
太
刀
折
紙
・
御

馬
代
銀
子
三
枚
歟
、

一�

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
ハ
年
頭
之
御
礼
と
し
て
太
刀
折
紙
・
御
馬
代
銀
子
三

枚
歟
、

一�

御
ひ
ろ
い
さ
ま
ハ
年
頭
之
御
祝
儀
、
太
刀
折
紙
・
馬
代
三
貫

か
、

一�

御
ひ
ろ
い
さ
ま
の
御
袋
さ
ま
へ
、
し（
縮
羅
）ゝ

ら
十
端
か
五
端
か
、

但
女
房
し
ゝ
ら
た
る
へ
し
、

一�

我
等
宿
ヘ
直
ニ
可
有
御
供
候
、
御
礼
ハ
巳
刻
と
午
刻
と
の
間

た
る
へ
し
、
其
御
心
得
候
て
彼此

方
へ
な
ら
せ
ら
れ
、
着
候

様
ニ
可
被
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　

三（
文
禄
四
年
）
月
朔
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

中
大
路
甚
介
殿　

民
部
法
印

　
　
　
　
　
　
　

参

248
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
83

し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
御
座
所
御
蔵
立
候
手
伝
と
し
て
人
足
五
十
人
当
郷
に

て
申
付
、
明
日
早
天
よ
り
五
日
之
間
可
出
候
也
、
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文
四

　
　
　

三
月
廿
二
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　

賀
茂
惣
中

249
中
大
路
甚
介
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
74

し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
御
座
所
御
蔵
之
用
候
、
す（

苆

藁

）

さ
わ
ら
八
丸
小
野
に
て
申

付
、
明
日
勝（
松
田
政
行
）
右
衛
門
尉
ニ
可
相
渡
候
也
、

　
　
　

三（
文
禄
四
年
）
月
廿
八
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚（
中
大
路
）
介
殿

〇
前
号
文
書
と
の
関
連
で
文
禄
四
年
と
す
る
。

250
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
84

し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
御
座
所
御
蔵
立
候
手
伝
と
し
て
人
足
百
人
当
郷
に
て

明
日
未
明
ニ
可
出
候
、
不
可
在
由
断
候
也
、

　
　
　

三（
文
禄
四
年
）
月
晦
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

賀
茂
惣
中

〇
前
々
号
文
書
と
の
関
連
で
文
禄
四
年
と
す
る
。

251
駒
井
重
勝
宛
書
状
写
『
駒
井
日
記
』
文
禄
四
年
四
月
一
日
条

一
伏
見
向
嶋
桜
木
之
儀
ニ
付
而
、
民
法
ゟ
先
刻
返
事

　

一�

伏
見
向
嶋
桜
植
木
之
か
こ
ひ
と
し
て
、
京
之
惣
廻
土
居
之

枯
竹
被
為
伐
旨
、
令
存
知
候
、
何
も
境
を
極
、
其
勝
手
之

所
ニ
ハ
預
ケ
置
せ
ら（
マ
マ
）候
間
、
検
使
を
出
、
伐
せ
運
上
可
申

候
哉
、
但
以
上
使
可
被
仰
付
候
哉
、
御
諚
次
第
之
旨
、
可

預
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

四（
文
禄
四
年
）

月
朔
日　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　
　

駒
井
中（
重
勝
）務
少
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
返
報

252
駒
井
重
勝
宛
書
状
写
『
駒
井
日
記
』
文
禄
四
年
四
月
二
日
条

一�

京
之
惣
廻
土
居
之
枯
竹
之
儀
、
検
使
可
申
付
旨
、
先
以
令
存

知
候
、
は
や
以　

上
使
竹
数
よ
ま
せ
ら
れ
候
ハ
ヽ
、
従　

上

様
上
使
を
も
一
人
被
仰
付
候
様
ニ
可
有
之
候
哉
、
一
本
も
違

候
而
者
大
事
之
儀
ニ
存
候
、
晩
か
ら
も
明
朝
か
ら
も
貴
殿
よ

り
御
案
内
次
第
、
拙
者
も
の
を
ハ
出
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

四（
文
禄
四
年
）
月
二
日　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

駒
井
中（
重
勝
）務
少
輔
殿
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御
返
報

253
駒
井
重
勝
宛
書
状
写
『
駒
井
日
記
』
文
禄
四
年
四
月
三
日
条

　

�

京
廻
土
居
之
枯
竹
伐
せ
ら
る
へ
き
ニ
付
、御
奉
行
を
も
被
仰
付
、　

我
等
者
を
も
出
し
申
せ
と
の　

御
意
令
存
知
候
、
明
日
貴
殿

へ
可
進
之
候
間
、
従　

関（
豊
臣
秀
次
）

白
様
之
御
奉
行
を
御
引
合
候
而
可

被
下
候
事
、

一�

枯
竹
之
事
、
如
承
候
く
さ
り
候
て
費
者
令
存
候
、
去
年
も
為

伐
、
伏
見
之
御
普
請
方
々
之
御
用
ニ
遣
申
候
事
、

一�

今
枯
竹
之
御
座
候
分
者
、
如
被
仰
下
候
伐
尽
候
得
者
、
余
薮

あ
ら
は
に
成
申
ニ
付
、
残
置
申
候
、
そ
れ
に
又
枯
竹
そ
ひ
申

候
分
ニ
候
、
何
も
伐
尽
申
候
而
者
、
植
つ
き
可
申
竹
も
無
御

座
候
而
、
遠
慮
仕
置
申
候
、

一�

今
度
為
伐
ら
れ
候
跡
ニ
者
、
何
方
ニ
而
も
辺
土
を
さ
け
す
ミ

程
遠
御
座
候
と
も
、
召
寄
植
つ
か
せ
可
申
候
、
殊
更
当
分
時

分
も
能
御
座
候
間
、
好
候
儀
と
存
候
事
、

一�

植
申
候
手
伝
之
儀
、
我
等
手
前
之
分
ニ
而
成
不
申
候
ハ
ヽ
、

得　

御
諚
、
御
手
伝
可
申
請
候
、
伏
見
向
嶋
桜
之
か
こ
ひ
に

可
被
成
候
旨
、
旁
以
好
之
儀
ニ
而
御
座
候
、
枯
竹
之
分
ニ
而

足
不
申
候
ハ
ヽ
、
大
津
辺
ニ
も
ほ
そ
き
竹
者
可
有
御
座
候
、

此
旨
可
預
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

四（
文
禄
四
年
）
月
三
日　
　

民
法

　
　
　

駒
井
中（
重
勝
）務
殿

254
駒
井
重
勝
宛
書
状
写
『
駒
井
日
記
』
文
禄
四
年
四
月
四
日
条

枯
竹
被
為
伐
候
奉
行
事
、
先
書
ニ
如
申
入
候
、
松
田
勝（
政
行
）右
衛
門

可
被
仰
聞
候
、
奉
行
に
出
し
候
仁
体
松
田
ニ
申
付
置
候
間
可
申

上
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

四（
文
禄
四
年
）
月
四
日　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

駒
井
中（
重
勝
）務
少
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
返
報

255
駒
井
重
勝
宛
書
下
写
『
駒
井
日
記
』
文
禄
四
年
四
月
四
日
条

民
法
よ
り
此
方
便
ニ
言
伝
、

松（
政
行
）田

方
江
之
書
状
昨
夕
如
申
遣
候
、
枯
竹
奉
行
善（
鷲
見
）兵

衛
・
一
瀬
・

桑
形
三
人
召
連
、
駒（
駒
井
重
勝
）

中
へ
申
候
間
、　

関（
豊
臣
秀
次
）

白
様
御
上
使
衆
引
合

可
申
候
、
二
日
程
者
其
方
三
人
之
者
を
召
連
、
直
に
あ
り
き
候

而
、
其
後
者
三
人
之
者
可
申
付
候
、
大
事
之
儀
候
、
無
越
度
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様
ニ
可
入
情
候
也
、

　
　
　

四（
文
禄
四
年
）
月
四
日　
　

民
法

　
　
　

松
田
勝（
政
行
）右

衛
門
殿

256
三
十
三
間
堂
宛
制
札
写�
�

�
『
駒
井
日
記
』
文
禄
四
年
四
月
十
五
日
条

民
法
ゟ
三
拾
三
間
ニ
制
札
之
儀
、
木
食
を
以
、　

関（
豊
臣
秀
次
）

白
様
ゟ
被

仰
出
候
、
如
何
之
由
申
来
、
則
尤
之
由
被
仰
出
、

一�

此
堂
に
お
ゐ
て
弓
を
射
事
、
か
た
く
可
令
停
止
之
旨
、
被�

　

仰
出
者
也
、

　
　

文
禄
四
年
四
月　

日　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
以

257
臨
川
寺
・
三
会
院
宛
書
下
（
折
紙
）�

�

�

「
天
龍
寺
文
書
の
研
究
」
752

　
　

亀
渓
院

　
　

寿
寧
院

　
　

花
蔵
庵

　
　

三
統
院

　
　

慶
寿
院

　
　

大
雄
寺

　
　

龍
光
院

右
寺
院
前
之
馬
場
掃
除
并
橋
以
下
之
儀
、住
持
在
之
寺
者
不
及
申
、

雖
為
空
地
、
為
拘
之
衆
可
被
申
付
候
、
同
馬
場
南
北
ニ
有
之
竹

木
垣
等
之
事
、
為
右
寺
院
被
申
付
可
被
相
守
、
然
者
臨
川
寺
・

三
会
院
修
理
用
ニ
可
被
仕
候
、
此
子
細
者
諸
寺
院
零
落
ニ
付
、

往
古
之
道
相
紛
条
、
任
夢（
疎
石
）窓
国
師
指
図
旨
、
改
如
此
者
也
、

　
　

文
禄
四
年　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

五
月
十
四
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

臨
川
寺

　
　
　
　

三
会
院

258
妙
蓮
寺
宛
禁
制
「
妙
蓮
寺
文
書
」
一

　

禁
制　
　
　
　
　

妙
蓮
寺

一
於
境
内
竹
木
草
石
押
取
事
、

一
寄
宿
之
事
、
付
都
鄙
往
来
之
貴
賎

於
諸
堂
昼
夜
起
臥
事
、

一
殺
生
之
事
、

一
楽
書
之
事
、
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一
近
所
之
童
子
、
不
寄
男
女
不
及
案
内
而
入
寺
内
事
、

　

右
条
々
於
違
背
之
輩
者
可
被
処
厳
科
者
也
、

　
　

文
禄
四
年
五
月　

日　

民
部
卿
法
印
（
花
押
）

259
上
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）�「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
82

し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
御
城
中
御
ひ（

姫

様

）

め
さ
ま
御
家
こ（

壊

）

は
し
候
用
候
、
人
足
卅

人
当
郷
ニ
て
申
付
、
す
き
・
く
わ
持
せ
明
日
ゟ
三
日
之
間
月
行

事
へ
可
相
渡
候
也
、

　
　

七（
文
禄
四
年
）
月
十
五
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
賀
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
中

〇
秀
次
事
件
後
の
聚
楽
第
を
毀
つ
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
文
禄
四
年
と
す
る
。

260
東
寺
・
醍
醐
寺
等
宛
書
状
（
折
紙
）「
東
寺
文
書
」
楽

　
　

東
寺
ゟ
一
宗
中
へ
可
被
相
触
候
、
已
上
、

大
仏
於
妙
法
院
殿
毎
月　

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
御
先
祖
之
御
吊
と
し
て
一
宗

よ
り
百
人
宛
彼
寺
へ
出
仕
候
て
被
有
勤
、
一
飯
を
可
参
旨
御
諚

候
、
然
者
今
月
廿
二
日
よ
り
初
而
執
行
候
、
可
被
成
其
意
候
、

百
人
ま
て
無
之
寺
ハ
書
付
可
被
申
越
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

九（
文
禄
四
年
）
月
十
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

東
寺

　
　
　
　

醍
醐
寺

　
　
　
其
外
真
言
宗
中

261
法
花
宗
宛
書
状
（
折
紙
）「
妙
顕
寺
文
書
」
六

今
度
於
大
仏
諸
宗
法
事
被
仰
付
候
、
然
者
当
宗
之
儀
者
、
日
蓮

以
来
他
宗
之
施
を
不
被
請
旨
理
被
申
候
趣
、
致
書
上
候
、
就
其

被
仰
出
様
ハ
、
雖
為
祖
師
法
度
、
自
公
儀
被
仰
付
候
儀
者
格
別

之
儀
ニ
候
、
国
家
之
祈
祷
等
可
為
同
事
旨
被
仰
出
候
条
、
被
成

其
意
出
仕
尤
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

九（
文
禄
四
年
）
月
廿
四
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

法
花
宗

　
　
　
　
　

惣
中

― 15 ―



262
上
賀
茂
役
者
中
宛
書
下
（
切
紙
）�

�

�

「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
77

京
都
嶋
津
屋
敷
御
座
所
御
普
請
之
用
候
、
当
郷
人
足
百
五
十
人

明
日
未
明
ニ
申
付
可
出
候
也
、

　
　

十（
文
禄
四
年
）
一
月
五
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　

上
賀
茂
役
者
中

〇
文
禄
四
年
秀
次
事
件
後
に
島
津
家
の
聚
楽
屋
敷
を
毀
つ
こ
と
が『
薩
藩
旧
記
』

に
み
え
る
。

263
上
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
81

し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
御
蔵
之
瓦
、
し（
島
津
）

ま
つ
屋
し
き
へ
こ（

壊

）

は
し
は（
運
）こ
は
せ
候

用
候
、
当
郷
人
足
五
十
人
明
日
ゟ
五
日
之
間
申
付
、
月
行
事
ニ

可
相
渡
候
也
、

　
　

十（
文
禄
四
年
）
一
月
十
二
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
賀
茂
惣
中

〇
文
禄
四
年
秀
次
事
件
後
に
島
津
家
の
聚
楽
屋
敷
を
毀
つ
こ
と
が『
薩
藩
旧
記
』

に
み
え
る
。

264
祇
園
執
行
宛
書
状
写
『
祇
園
社
記
』
雑
算
第
四　

太（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
御
咳
氣
弥
よ
く
御
座
候
、
私
ニ
為
御
祈
祷
、
於
当
社

十
二
釜
に
て
御
湯
ま
い
ら
せ
ら
れ
様
ニ
と　

政（
豊
臣
秀
吉
室
）

所
様
被
仰
出
候
、

怱
可
被
申
付
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十（
文
禄
四
年
）

一
月
十
四
日　
　
　

玄
以
判

　
　
　
　

祇
園

　
　
　
　
　
　

執
行
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参

○
秀
吉
が
太
閤
と
な
っ
て
か
ら
、
玄
以
が
徳
善
院
に
な
る
前
な
の
で
、
天
正

二
十
年
～
文
禄
四
年
。
元
年
は
秀
吉
が
名
護
屋
に
い
る
の
で
、
文
禄
二
年
～

四
年
。
文
禄
四
年
十
一
月
八
日
咳
気
の
た
め
参
内
せ
ず
伏
見
に
下
る
（「
親
綱

卿
記
」）。

265
上
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
80

聚
楽
長
谷
川
法（
宗
仁
）眼
長
く（
蔵
）ら
之
瓦
お
ろ
し
候
手
伝
、
当
郷
ニ
て
人

足
五
十
人
明
日
ゟ
五
日
之
間
申
付
、長
谷
川
清
六
ニ
可
相
渡
候
也
、

　
　
　

十（
文
禄
四
年
）
一
月
廿
四
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

上
賀
茂
惣
中

〇
島
津
屋
敷
同
様
、
聚
楽
屋
敷
を
毀
つ
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
文
禄
四
年
と

す
る
。
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266
上
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
79

し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
し（
島
津
）

ま
つ
屋
敷
御
座
所
御
普
請
之
用
候
、
人
足
五
拾
人

当
郷
ニ
て
申
付
、
明
日
ゟ
五
日
之
間
は（

灰

畚

）

い
ふ
こ
を
持
せ
清
六
可

相
渡
候
也
、

　
　
　

十（
文
禄
四
年
）

二
月
十
三
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
賀
茂
惣
中

〇
文
禄
四
年
秀
次
事
件
後
に
島
津
家
の
聚
楽
屋
敷
を
毀
つ
こ
と
が『
薩
藩
旧
記
』

に
み
え
る
。「

民
部
卿
法
印
」
年
次
未
詳
文
書

267
賀
茂
惣
中
宛
書
状
（
折
紙
）「
座
田
文
書
」
三

為
年
頭
之
祝
義
、
関（
豊
臣
秀
吉
）

白
殿
巻
数
・
褶
参
端
令
披
露
候
、
同
巻
数
・

褶
一
端
給
候
、
珍
重
此
事
候
、
猶
使
節
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

正
月
朔
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

賀
茂
惣
中

○
豊
臣
秀
吉
が
関
白
在
任
中
な
の
で
、
天
正
十
四
年
～
十
九
年
。

268
上
賀
茂
社
家
中
宛
書
状
（
折
紙
）『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
366

関（
豊
臣
秀
吉
）

白
様
江
為
改
年
之
御
祝
儀
、
巻
数
并
縮
三
端
即
令
披
露
候
之
処
、

御
祝
著
旨
被
成　

御
朱
印
候
、次
拙
者
へ
巻
数
并
縮
一
端
珍
重
候
、

猶
帰
京
之
砌
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

正
月
二
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

上
賀
茂　

　
　
　
　
　
　

社
家
中

○
豊
臣
秀
吉
が
関
白
在
任
中
、
一
月
二
日
に
京
都
に
い
な
い
の
は
天
正
十
四

～
十
七
年
。

269
上
賀
茂
社
中
宛
書
状
（
折
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
92

為
年
頭
之
御
祈
祷
、
巻
数
并
縮
三
端
、
即
令
披
露
候
之
処
、
御

祝
着
之
旨
、
被
成
御
朱
印
候
、
私
へ
も
縮
一
端
珍
重
候
、
尚
帰

京
之
節
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

正
月
三
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

上
賀
茂
社
中

○
豊
臣
秀
吉
が
関
白
在
任
中
、
一
月
三
日
に
京
都
に
い
な
い
の
は
天
正
十
四

～
十
七
年
。
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270
泉
涌
寺
役
者
中
宛
書
状
（
折
紙
）『
泉
涌
寺
文
書
』
131

今
度　

院（
正
親
町
院
）

御
所
様
御
仏
事
中
、
当
寺
諸
末
寺
衆
不
残
可
被
相
徙
、

若
於
油
断
之
仁
者
、
無
用
捨
後
日
ニ
可
被
申
聞
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

正
月
五
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

泉
涌
寺

　
　
　
　
　

役
者
中

○
正
親
町
院
は
文
禄
二
年
一
月
五
日
に
死
去
。
よ
っ
て
「
仏
事
」
の
文
言
か

ら
文
禄
三
年
（
一
周
忌
）
か
文
禄
四
年
（
三
回
忌
）。

271
北
野
社
家
中
宛
書
状
（
折
紙
）『
北
野
神
社
文
書
』
219

　
　

�

猶
以
早
四
年
已
前
ニ
申
触
候
間
、
定
而
可
為
生
長
候
、
松

の
た
け
已
下
此
者
ニ
見
せ
ら
る
へ
く
候
、

度
々
以
折
紙
申
候
松
苗
事
、
今
月
中
に
植
さ
せ
ら
る
へ
き
旨
候
、

当
社
ニ
何
本
ほ
と
在
之
と
の
義
、
書
付
可
給
候
、
先
年
員
数
者

申
触
候
へ
共
、
猶
以
慥
当
分
可
承
候
、
為
其
申
候
、
不
可
有
由

断
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

正
月
十
四
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

北
野

　
　
　
　
　

社
家
中

272
等
持
院
宛
書
状
（
折
紙
）「
等
持
院
文
書
」

　
　

�

猶
以
早
四
年
已
前
ニ
申
触
候
条
、
定
而
可
為
生
長
候
、
松

の
た
け
已
下
此
者
ニ
見
せ
ら
る
へ
く
候
、

度
々
以
折
紙
申
候
松
苗
事
、
今
月
中
に
植
さ
せ
ら
る
へ
き
旨
候
、

当
寺
ニ
何
本
程
在
之
と
の
義
書
付
可
給
候
、
先
年
員
数
者
申
触

候
へ
共
、
猶
以
慥
当
分
可
承
候
、
為
其
申
候
、
不
可
有
由
断
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

正
月
十
四
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

等
持
院

273
曇
華
院
殿
雑
掌
宛
書
状
（
折
紙
）「
曇
華
院
文
書
」

当（
聖
秀
）

御
所
さ
ま
み
な
ミ
に
し
の
や
ふ
町
に
御
さ
た
候
へ
の
よ
し
、

お
ほ
せ
い
た
さ
れ
候
あ
ひ
た
、
町
屋
に
お
ほ
せ
付
ら
れ
、
地
子

銭
の
事
ハ
御
所
さ
ま
へ
め
し
を
か
る
へ
き
よ
し
御
意
な
さ
れ
候
、

そ
の
御
心
へ
な
さ
れ
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ん
ふ
ほ
う
印
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正
月
十
九
日　
　
　
　

け
ん
い
（
花
押
）

　
　
　

と
ん
け
ゐ
ん
殿

　
　
　
　
　
　

御
雑
掌

274
賀
茂
社
家
中
宛
書
状
（
折
紙
）『
早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
』
104

当
所
竹
之
事
、
河
原
長（
定
勝
）右
則
相
極
候
間
、
于
今
不
可
有
違
乱
候

条
、
可
成
其
意
候
、
猶
替
事
候
ハ
ヽ
可
被
申
越
候
也
、
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
法

　
　

正
月
廿
一
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

賀
茂

　
　
　

社
家
中

275
三
治
院
・
長
瀧
寺
宛
書
下
「
若
宮
成
光
氏
所
蔵
文
書
」
４

白
山
宮
木
杉
之
事
、
羽（
稲
葉
貞
通
）

柴
郡
上
侍
従
之
言
上
ニ
付
而
、
申
上
候
、

被
伐
採
候
事
御
免
除
之
旨
被
仰
出
候
、
自
然
令
違
背
者
在
之
者
、

此
方
へ
可
被
申
越
候
、
猶
自
侍
従
殿
可
被
仰
達
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

正
月
廿
八
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

三
治
院
中

　
　
　
　

長
瀧
寺

276
鳥
居
小
路
経
孝
宛
書
状
「
加
瀬
藤
圃
氏
所
蔵
文
書
」

如
御
書
先
度
者
遂
拝
顔
珍
重
存
候
、
仍
従
関（
豊
臣
秀
次
）

白
殿
被
仰
候
源
氏

物
語
、
早
速
被
染
御
筆
候
段
尤
存
候
、
御
眼
病
に
一
入
御
苦
身

共
奉
察
候
、猶
追
而
可
申
上
候
旨
可
然
候
様
御
取
成
所
仰
候
、恐
々

謹
言
、

　
　
　

二
月
廿
七
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

（
切
封
ウ
ハ
書
）

「 

（
墨
引
）　　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　

鳥（
経
孝
）居
小
路
殿　
　
　
　
　

玄
以　

」

○
文
芸
に
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
関
白
殿
」
を
豊
臣
秀
次
に
否
定

す
る
。
さ
す
れ
ば
天
正
二
十
年
～
文
禄
四
年
。
玄
以
は
文
禄
二
年
は
名
護
屋

に
い
る
。�

�

○
鳥
居
小
路
家
は
青
蓮
院
門
跡
の
坊
官
。

277
松
尾
社
家
中
宛
書
状
（
折
紙
）「
松
尾
神
社
文
書
」
一

当
社
山
林
竹
木
伐
採
事
、
惣
別
御
停
止
之
上
、
猶
以
今
度
御
普

請
中
、
為
御
法
度
被
成
御
朱
印
候
条
、
押
而
於
伐
採
者
留
置
、

此
方
へ
可
被
申
越
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

二
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）
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松
尾

　
　
　

社
家
中

278
広
隆
寺
宛
書
下
（
折
紙
）「
広
隆
寺
文
書
」
坤

当
寺
山
林
竹
木
等
事
、
不
可
伐
採
之
、
堅
相
改
可
申
付
之
旨
、

今
度
被
成

御
朱
印
之
条
、
自
然
違
犯
之
輩
於
在
之
者
、
急
度
可
被
申
越
候

也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　

三
月
五
日　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　

太
秦

　
　

広
隆
寺

279
稲
荷
社
家
中
宛
下
知
状
写
「
稲
荷
神
社
文
書
」
乾

稲
荷
山
并
社
廻
松
可
被
為
植
候
、
幸
大
仏
廻
植
残
候
松
苗
遣
進

申
候
、
仍
下
知
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　

三
月
九
日

　
　

稲
荷

　
　
　
　

社
家
中

280
神
応
寺
宛
書
下
（
折
紙
）「
神
応
寺
文
書
」

当
寺
之
事
、
八
幡
禅
宗
為
本
寺
上
、
勤
行
・
戒
律
・
法
度
往
古

以
来
如
有
来
、
為
貴
寺
可
被
申
付
候
、
自
然
背
法
度
寺
僧
於
在

之
者
、
急
度
可
承
候
、
任　

御
諚
可
随
其
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

三
月
十
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

神
応
寺

281
酒
井
忠
次
宛
書
状
（
折
紙
）「
田
島
文
書
」

御
上
洛
ニ
付
、
一
昨
日
御
音
問
、
殊
塩
雁
一
折
五
被
懸
御
意
候
、

過
当
之
至
候
、
其
以
来
無
音
所
存
之
外
候
、
御
在
京
中
相
応
之

儀
可
承
候
、
猶
追
而
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

三
月
十
三
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

酒
井
左（
忠
次
）衛
門
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

282
泉
涌
寺
宛
書
状
（
折
紙
）「
泉
涌
寺
文
書
」
132

当
寺
領
被
知
行
仁
、
寮
舎
を
立
可
被
在
寺
候
、
然
者
屋
敷
之
儀
、
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可
為
望
次
第
候
、
若
不
作
寮
舎
不
勤
寺
役
、
恣
貪
常
住
物
、
於

無
沙
汰
之
僧
者
、
任
寺
法
之
旨
、
被
擯
出
其
身
、
彼
寺
領
可
被

付
常
住
之
修
理
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

三
月
十
四
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

泉
涌
寺

○
天
正
十
三
年
十
一
月
に
豊
臣
秀
吉
は
四
九
四
石
の
朱
印
状
を
泉
涌
寺
に
発

給
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
泉
涌
寺
は
同
十
二
月
に
塔
頭
・
門
徒
衆
で
分
配
し

て
い
る
（「
泉
涌
寺
文
書
」）
た
め
、
天
正
十
四
年
の
可
能
性
が
あ
る
。

283
稲
葉
方
通
宛
書
状
（
折
紙
）「
大
仙
寺
文
書
」
47

御
領
内
雑
木
き
ら
せ
ら
れ
候
ニ
付
て
、
大
仙
寺
ニ
在
之
木
の
事
、

彼
寺
之
か
さ
り
の
旨
申
上
候
処
、
門
前
共
ニ
御
用
捨
候
之
間
、

可
有
其
御
心
得
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

三
月
十
五
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

稲
葉
右（
方
通
）近

丞
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

284
河
村
与
三
右
衛
門
尉
他
一
名
宛
書
下
（
折
紙
）�

�

�

「
高
台
寺
文
書
」
一

伏
見
御
作
事
材
木
、
従
大
坂
召
上
候
船
六
艘
申
付
、
今
晩
夜
船

に
て
可
被
差
下
候
、
然
者
此
者
ニ
船
可
相
渡
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
法
印

　

三
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

河
村
与
三
右
衛
門
尉
殿

　
　

木
村
宗
右
衛
門
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

○
「
伏
見
御
作
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
文
禄
三
年
か
。

285
西
洞
院
時
慶
宛
書
状
（
折
紙
）「
時
慶
卿
記
紙
背
文
書
」
三

如
仰
近
日
不
申
［　

］、
仍　

旧
院
之
跡
盛
ニ
付
、
一
英
被
送

下
候
趣
被
思
召
寄
御
懇
□（
志
）之
至
候
、
内
々
□
も
ひ
や
り
申
候
へ

共
、
無
寸
暇
出
京
不
相
叶
候
つ
る
処
、
彼
御
庭
へ
参
入
候
心
ち

に
て
満
足
［　
　

］
候
、
寺
［　

］
花
袋
被
懸
御
意
候
、
御
心

さ
し
不
申
得
候
、
次
御
約
束
之
三
五
記
給
候
、
一
覧
可
仕
候
、

今
日
各
御
出
に
て
酒
宴
候
つ
る
［　
　
　
　
　
　

］、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
法
印

　
　
　

三
月
十
九
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）
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西（
時
慶
）洞
院
様

　
　
　
　
　
　

貴
報

286
右
近
宛
書
状
（
折
紙
）『
大
覚
寺
文
書
』
12　

諸
家
書
状
２

如
仰
近
日
ハ
不
得
貴
意
、
所
存
之
外
候
、
近
比
御
成
之
由
、
殊

御
詠
哥
過
分
難
申
謝
候
、
其
後
取
紛
申
、
不
致
言
上
迷
惑
仕
候
、

抑
近
日
御
修
法
之
儀
、
御
執
行
之
由
、
御
苦
身
共
ニ
候
、
相
応

之
儀
可
被
仰
下
候
、
内
々
自
其
可
申
上
と
存
候
処
、
御
返
事
ニ

罷
也
（
マ
マ
）候
、
□
五
具
拝
領
、
過
当
之
至
候
、
委
曲
右
京
可
申
上
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
法
印

　
　
　

三
月
廿
六
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

右
近
殿

287
中
大
路
甚
介
宛
書
状
（
折
紙
）「
座
田
文
書
」
一

を（
小
野
）の
の
米
は
ら
い
座（
カ
）セ
被
申
候
間
、
は
ら
い
候
ハ
ん
事
候
ハ
ヽ
、

よ
き
は
ら
い
御
入
候
間
、
わ
た
さ
せ
可
申
候
、
百
三
十
石
余
入

候
事
候
、
た
ゝ
し
大
門
さ
ま
あ
た
り
ま
て
つ
け
て
は
ら
い
候
事

候
へ
く
候
、
さ
様
ニ
成
候
ハ
ん
哉
、
其
方
次
第
ニ
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民

　
　
　
　
　

四
月
三
日　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

甚（
中
大
路
）介殿

288
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
75

ふ（
伏
見
）

し
ミ
御
か（
楽
屋
）

く
や
ノ
ぬ（

濡

縁

）

れ
ゑ
ん
ノ
竹
二
百
五
十
本
河
原
長（
定
勝
）右
衛

門
殿
ゟ
渡
へ
く
候
、
人
足
申
付
ふ
し
ミ
へ
可
相
届
候
、
以
上
、

　
　
　

卯
月
十
三
日
（
黒
印
）

　
　
　
　

賀
茂
惣
中

289
佐
々
孫
七
宛
書
状
（
形
状
不
明
）「
高
須
元
之
祐
旧
蔵
文
書
」

貴
殿
御
知
行
摂
州
鳴
尾
村
用
水
之
儀
付
、
前
々
如
有
来
、
被
仰

付
尤
存
候
、
自
然
又
、
河
原
林
な
と
ゝ
口
論
不
仕
候
様
ニ
可
有

御
申
付
候
、
石（
石
川
光
重
）

伊
州
へ
も
其
通
申
遣
候
、
可
被
成
其
意
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

卯
月
十
八
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

佐
々
孫
七
殿

　
　
　
　
　
　

人
々
御
中
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290
稲
荷
村
百
姓
中
宛
書
下
（
折
紙
）「
稲
荷
神
社
文
書
」
乾

当
郷
御
代
官
此
方
へ
被
仰
付
候
条
、
可
成
其
意
候
、
然
者
追
而

可
差
越
下
代
候
間
、
其
以
前
指
出
相
究
可
置
候
、
不
可
有
由
断

候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

卯
月
廿
八
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

稲
荷
村

　
　
　
　
　

百
姓
中

291
上
杉
景
勝
宛
書
状
（
折
紙
）「
吉
川
文
書
」
29

為
端
午
之
御
祝
儀
、
帷
子
三
被
懸
御
意
候
、
御
懇
慮
過
分
至
極

候
、
此
中
不
得
寸
暇
無
音
、
所
存
之
外
候
、
旁
追
而
可
申
述
候
、

恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

五
月
三
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

越（
上
杉
景
勝
）

後
宰
相
様

　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

○
上
杉
景
勝
が
宰
相
で
あ
る
の
は
天
正
十
六
年
～
文
禄
三
年
。

292
斎
藤
正
印
軒
宛
書
状
（
折
紙
）「
中
村
林
一
氏
所
蔵
文
書
」
乾

釣
屋
ニ
在
之
中
井
睦
真
事
、
自
前
々
別
而
存
知
之
儀
候
、
彼
在

所
貴
所
御
代
官
之
由
候
、
諸
事
被
加
詞
可
給
候
、
尚
追
而
可
申

候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

五
月
三
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　

斎
藤
正
印
軒

　
　
　
　
　
　

床
下

○
斎
藤
正
印
軒
は
織
田
秀
信
の
家
臣
。

293
瀧
川
周
善
軒
他
二
名
宛
書
状
（
折
紙
）�

�

�

「
中
村
林
一
氏
所
蔵
文
書
」
乾

釣
屋
ニ
在
之
中
井
睦
真
、
自
前
々
別
而
懸
目
候
事
候
、
其
元
各

御
引
廻
頼
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

五
月
三
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

瀧
川
周
善
軒

　
　
　

百
々
越
前
守
殿

　
　
　

足
立
中
務
少
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所
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294
治
部
卿
長
盛
宛
書
状
（
折
紙
）「
醍
醐
寺
文
書
」
九
五
函
五

従　

御（
義
演
）門
跡
様
為
音
信
、
見
事
之
枇
杷
一
折
拝
領
、
過
分
之
至

候
、
将
亦
先
度　

御
越
早
々
申
上
、
御
残
多
令
存
候
、
可
然
様

被
仰
上
可
給
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　

五
月
七
日　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

治（
長
盛
）部
卿
殿

○
治
部
卿
長
盛
は
三
宝
院
門
跡
の
雑
掌
。

295
某
宛
書
状
『
妙
法
院
史
料
』
184

昨
日
途
中
よ
り
申
上
候
、
清
門
様
へ
被
仰
出
候
処
、
一
段
迷
惑

な
る
と
の
御
内
証
に
て
御
座
候
、
雖
然
当
分
被
違
気
色
候
へ
ハ

い
か
ニゝ
候
条
、
と
も
か
く
も
拙
子
式
へ
被
相
任
候
旨
候
、
其

趣
返
事
申
上
候
、
弥
お
ち
つ
き
た
る
体
に
て
御
座
候
、
然
者
御

手
前
之
事
何
と
も
不
被
仰
出
候
、
此
方
よ
り
と
か
く
不
申
御
内

証
申
上
候
、
最
前
御
相
談
候
こ
と
く
可
申
上
候
哉
、
但
如
此
候

上
に
て
ハ
最
前
之
御
思
案
と
ハ
ち
か
ひ
可
申
条
一
途
今
迄
可
分

ハ
御
立
退
あ
る
へ
き
御
分
別
候
哉
、
左
様
段
承
且
他
に
て
下
学

可
仕
候
、
と
に
も
か
く
に
も
貴
意
尤
儀
拙
子
之
事
ハ
此
荒
神
也
、

可
申
条
可
御
心
量
、
猶
近
々
可
成
候
、
已
上
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

五
月
八
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
（
切
封
ウ
ハ
書
）

　
　
「　
　
　
　
　
　
　
　

民

　
　
　
［　
　

］
と
の

　
　
　
　
　
　
　

 

参
る　
　
　
　

」

296
天
龍
寺
役
者
中
宛
書
下
（
折
紙
）『
天
龍
寺
文
書
の
研
究
』
763

所
々
山
林
竹
木
不
可
伐
採
之
旨
、
御
法
度
之
上
、
此
嵐
山
へ
人

夫
等
入
込
、
柴
以
下
刈
取
者
有
之
者
、
急
度
可
成
敗
候
、
可
被

得
其
意
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

五
月
十
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

天
龍
寺　

　
　
　
　
　

役
者
中

297
池
裏
・
川
端
宛
書
下
（
折
紙
）『
天
龍
寺
文
書
の
研
究
』
764

広
沢
池
為
田
地
之
用
水
之
処
、
切
堤
落
水
儀
曲
事
候
、
若
猶
猥

堤
を
損
さ
す
者
有
之
者
、
為
在
所
中
召
捕
可
上
候
、
可
加
成
敗
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候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

五
月
十
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

池
裏

　
　
　
　

川
端

298
鳥
居
小
路
経
孝
宛
書
状
『
思
文
閣
墨
跡
資
料
目
録
』
19

　
　

猶
々
早
々
［　
　
　
　

］、

御
書
殊
両
種
一
樽
拝
領
忝
存
候
、
大
仏
之
儀
付
て
、
昨
日
罷
下

候
、
此
地
ニ
御
座
候
由
承
候
間
、
今
朝
自
是
も
以
参
而
申
上
候
、

式
部
卿
如
被
見
及
候
、
彼
仏
堂
以
下
差
図
申
付
候
半
に
て
、
不

得
隙
候
間
、
不
能
一
二
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

五
月
十
九
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

（
切
封
ウ
ハ
書
）

「　
　
（
墨
引
）　　
　
　

 

民
部
卿
法
印

　
　

鳥（経
孝
）居
少（小）路
殿　
　
　
　
　

 

玄
以　
　

」

○
鳥
居
小
路
家
は
青
蓮
院
門
跡
の
坊
官
。

299
蜂
屋
大
膳
大
夫
宛
書
状
案
「
岩
倉
共
有
文
書
」

大
仏
殿
石
切
之
手
間
料
、
其
奉
行
衆
へ
手
前
被
遣
、
追
而
御
算

用
可
申
之
旨
、
被
仰
出
候
処
、
貴
殿
御
手
前
石
切
之
分
御
出
し

有
間
敷
由
候
て
迷
惑
候
由
申
候
、
手
間
・
扶
持
共
に
被
仰
付
尤

候
、
左
□
被
遣
間
敷
様
体
候
ハ
ヽ
、
得
御
意
随
其
可
申
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

五
月
廿
六
日　
　
　
　

玄
以

　
　
　
　

蜂
屋
大
膳
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

300
某
宛
書
状
写
「
秋
田
藩
採
集
文
書
」
十
一

（
前
欠
）
異
儀
候
、
此
方
相
応
之
儀
可
被
仰
越
候
、
猶
追
而
可

申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

六
月
三
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
（
後
欠
）
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301
民
部
卿
宛
書
状
（
折
紙
）�

�

�

『
猪
熊
文
書
』「
武
家
文
書
其
二
」
12

永
々
其
地
御
在
滞
御
苦
労
之
至
候
、
近
々
可
被
成
還
御
之
旨
候

条
、
奉
待
迄
ニ
候
、
仍
一
籠
被
懸
御
意
候
、
爰
元
未
及
見
申
候
間
、

と
り

く
賞
翫
忝
存
候
、
従（
マ
マ
）侍
も
そ（

息

災

）

く
さ
い
ニ
御
座
候
、
万
々

期
御
帰
後
節
候
由
、
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

六
月
六
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

（
切
封
ウ
ハ
書
）

「　
（
墨
引
）　　
　
　
　
　

民
部
法
印

　
　
　

民
部
卿
殿
へ　
　
　
　

 

玄
以
」

302
治
部
卿
長
盛
宛
書
状
（
折
紙
）「
三
宝
院
文
書
」
三
十
二

明
日
於
東
寺　

大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
御
所
為
御
祈
祷
大
法
会
被
執
行
候
之
処
、

院
家
・
平
民
座
席
申
事
有
之
由
候
、
如
何
儀
候
哉
、
院
家
之
儀

者
、
諸
門
共
以
格
別
之
様
□
菟
角
先
年
於
院（
正
親
町
院
）

御
所
当（
義
演
）門

主
御
執

行
候
時
、
以
旧
記
之
旨
既
報（
雅
厳
）恩

院
僧
正
別
座
之
由
候
、
今
以
不

可
及
異
儀
処
、
此
刻
何
か
と
申
事
出
来
之
儀
、
大
閤
様
御
祈
祷

之
刻
無
勿
体
候
、
急
度
可
被
仰
付
事
専
一
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

六（
天
正
二
十
年
カ
）

月
七
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

三
宝
院
殿

　
　
　
　

治（長
盛
）部
卿

○
秀
吉
が
太
閤
と
な
っ
て
か
ら
、
玄
以
が
徳
善
院
に
な
る
前
な
の
で
、
天
正

二
十
年
～
文
禄
四
年
。
朝
鮮
出
兵
に
関
す
る
「
御
祈
祷
大
法
会
」
か
。
天
正

二
十
年
に
東
寺
で
仁
王
経
の
祈
禱
が
執
行
さ
れ
て
い
る
（『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』

４
２
０
１
）。�

�

○
報
恩
院
雅
厳
は
天
正
二
十
年
五
月
に
僧
正
に
な
っ
て
い
る
（『
醍
醐
寺
文
書
』

２
４
９
０
）�

�

○
治
部
卿
長
盛
は
三
宝
院
門
跡
の
雑
掌
。

303
摂
州
豊
田
郡
・
豊
嶋
郡
宛
書
下
（
折
紙
）�

�

�

「
北
野
社
家
日
記
」
慶
長
四
年
七
月
六
日
条
紙
背

両
郡
大
工
之
儀
、
急
度
相
改
帳
面
可
上
候
、　

公
儀
御
用
ニ
候

間
不
可
由
断
候
、
猶
村
井
播（
長
勝
）磨
守
可
申
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

六
月
九
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　

摂
州

　
　

豊
田
郡

　
　

て
し
ま
郡
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304
山
中
長
俊
宛
書
状
「
山
中
文
書
」

　
　

�
但
御
朱
印
先
御
理
候
間
、
返
遣
候
、
職
人
か
た
へ
八
木
御

わ
た
し
候
以
後
、
や
か
て
可
被
下
候
、
已
上
、

御（
豊
臣
秀
頼
）

ひ
ろ
ひ
さ
ま
御
く
ら
道
具
職
人
方
へ
手
間
料
之　

御
朱
印
請

取
申
候
、
則
切
手
進
之
候
、
旁
明
日
期
面
上
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

六
月
十
四
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

（
切
封
ウ
ハ
書
）

「（
墨
引
）　

山
中
城（
長
俊
）州
さ
ま　

返
報　
　

民
法
」

○
秀
頼
の
生
誕
後
、
玄
以
が
徳
善
院
に
な
る
前
な
の
で
、
文
禄
三
年
か
文
禄

四
年
。

305
治
部
卿
長
盛
宛
書
状
（
折
紙
）「
醍
醐
寺
文
書
」
九
五
函
七

為
御
音
信
林
檎
一
折
被
懸
御
意
候
、
過
当
至
極
候
、
尚
追
而
可

申
上
候
趣
、
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

六
月
十
九
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

治（
長
盛
）部
卿
殿

○
治
部
卿
長
盛
は
三
宝
院
門
跡
の
雑
掌
。

306
中
大
路
甚
介
宛
書
下
（
折
紙
）「
妙
顕
寺
文
書
」
六

小
野
村
之
内
ニ
在
之
法
花
之
石
塔
、
妙
顕
寺
へ
遣
候
間
、
可
被

相
渡
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

六
月
廿
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

中
大
路
甚
介
殿

　
　
　
　
　
　

御
宿
所

307
一
柳
直
盛
宛
書
状
（
折
紙
）�

�

�

「
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」

水
屋
と
ひ
の
儀
ニ
付
て
、
大
工
之
事
承
候
、
雖
最
前
遣
候
、
木

子
新
五
郎
申
付
候
、
可
被
仰
付
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　

六
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　

一
柳
監（
直
盛
）物
さ
ま

　
　
　
　
　

御
返
報

308
北
野
役
者
中
宛
書
状
写
『
北
野
神
社
文
書
』
184

急
度
申
候
、
仍
当
郷
之
内
ニ
諸（
牢
）穿人

一
切
不
可
被
抱
置
候
、
自

然
号
逃（
遁
）世

者
、
姿
を
替
、
雖
在
之
、
至
武
士
之
果
者
、
居
住
不
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可
相
叶
候
、
若
被
隠
置
、
従
此
方
於
聞
出
者
、
当
郷
中
可
為
御

成
敗
候
、
為
後
日
、
不
被
相
抱
候
趣
、
請
状
尤
ニ
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

六
月
廿
六
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
影
）

　
　

北
野

　
　
　
　

役
者
中

309
鳥
居
小
路
経
孝
宛
書
状
「
北
白
川
宮
家
所
蔵
文
書
」

　
　

又
六
日
ニ

　
　

院（
正
親
町
院
）

御
所
様
へ
御
参
之
由
尤
存
候
、
毎
事
其
節
可
得
貴
意
候
、

御
書
拝
見
忝
存
候
、
如
尊
意
、
先
度
者
御
成
早
々
還
御
御
残
多

存
候
キ
、
随
而
侍
従
気
色
無
異
儀
御
座
候
条
可
御
心
安
候
、
近

日
参
上
可
申
候
、
将
亦
鞍
馬
山
木
之
儀
、
委
細
御
使
へ
申
入
候

条
、
可
被
申
上
候
旨
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

七
月
二
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

鳥（
経
孝
）居

小
路
殿

○
鳥
居
小
路
家
は
青
蓮
院
門
跡
の
坊
官
。「
侍
従
」
は
玄
以
息
の
可
能
性
高
い
。

正
親
町
院
は
文
禄
二
年
に
死
去
す
る
の
で
、
退
位
後
の
天
正
十
五
年
か
ら
文

禄
元
年
ま
で
。

310
松
尾
社
家
中
宛
書
状
（
折
紙
）「
松
尾
神
社
文
書
」
一

其
地
簗
之
儀
、
如
前
々
可
被
申
付
候
、
若
違
乱
族
在
之
者
、
不

寄
何
時
此
方
へ
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

民
部
卿
法
印

　

七
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

松
尾
社
家
中

311
北
野
惣
中
宛
書
状
（
折
紙
）『
北
野
神
社
文
書
』
221

洛
中
洛
外
竹
木
之
儀
、
一
切
不
可
伐
採
之
旨
、
度
々
雖
申
触
候
、

猶
以
為
不
可
有
由
断
申
候
、
当
所
普
請
・
造
作
等
ニ
用
候
共
、

此
方
検
使
を
乞
候
て
可
被
伐
候
、
不
然
者
、
縦
売
不
申
候
共
、

号
知
音
之
所
望
伐
取
事
曲
事
候
条
、
可
被
成
其
意
候
、
如
此
重

畳
申
触
候
上
、
自
然
於
被
相
背
者
、
急
度
可
為
成
敗
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

七
月
廿
八
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

北
野

　
　
　
　
　

惣
中
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312
稲
荷
社
家
中
宛
書
下
（
折
紙
）「
大
西
文
書
」

今
度　

大
政
所
様
為
御
立
願
当
社
へ
御
神
納
ニ
付
、
御
修
理
等

之
儀
、
万
事
不
可
有
由
断
、
然
者
諸
役
人
等
無
疎
略
之
様
可
被

申
付
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

七（
天
正
十
六
年
カ
）

月
晦
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

稲
荷

　
　
　
　
　
　

社
家
中

○
大
政
所
が
病
を
得
た
天
正
十
六
年
の
可
能
性
が
高
い
。

313
賀
茂
惣
中
宛
書
状
（
折
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
64

禁
裏
内
侍
所
檜
皮
、
自
熊
野
遅
々
上
着
ニ
付
、
首
尾
無
之
候
、

然
者
当
社
に
ひ
ハ
た
在
之
由
候
、
有
次
第
先
借
用
候
て
御
帰
陣

以
前
ふ
き
立
度
候
、
不
残
可
借
給
候
、
自
熊
野
京
着
次
第
慥
可

返
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

八（
天
正
十
八
年
カ
）

月
七
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

賀
茂

　
　
　
　

惣
中

○
禁
裏
御
所
造
営
に
関
す
る
も
の
な
の
で
、
天
正
十
八
年
か
。
秀
吉
は
関
東

出
陣
中
。

314
嵯
峨
釈
迦
堂
本
願
宛
書
下
（
折
紙
）「
清
凉
寺
文
書
」
64

当
寺
境
内
庭
之
石
、
其
外
堂
塔
近
辺
之
石
、
理
不
尽
ニ
取
に
来

者
於
在
之
者
、
支
置
、
此
方
へ
可
被
申
越
候
、　

禁
裏
御
庭
つ
く
り
候
間
、
検
使
を
遣
、
不
入
所
之
石
ハ
、
此
方

へ
可
引
取
候
之
間
、
可
被
得
其
意
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

八（
天
正
十
八
年
カ
）

月
八
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

嵯
峨
釈
迦
堂

　
　
　
　
　
　
　
　

本
願

○
常
御
所
庭
造
営
に
関
す
る
記
事
が
『
御
湯
殿
の
上
日
記
』
天
正
十
八
年
八

月
十
六
日
条
に
あ
る
の
で
そ
れ
に
関
す
る
か
。

315
南
都
良
家
中
宛
書
状
（
折
紙
）「
座
田
文
書
」
一

芳
墨
令
拝
閲
候
、
仍
御
知
行
事
心
得
存
候
、
聊
不
可
有
由
断
候
、

猶
追
而
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

八
月
九
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　

南
都
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良
家
中

　
　
　
　

御
返
報

316
前
田
利
家
宛
書
状
（
折
紙
）�

�

�

『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録
』
平
成
３
年
度
版

態
申
入
候
、
学（
閑
室
元
佶
）

校
之
寺
遊
行
上
人
へ
被
下
候
之
間
、
慥
成
同
宿

一
人
被
仰
付
可
被
下
候
、
引
渡
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

八
月
九
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

加
賀
中（
利
家
）納
言
様

　
　
　
　
　

人
々
御
中

317
賀
茂
神
主
宛
書
状
（
折
紙
）『
早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
』
103

其
方
庭
之
植
木
共

禁
中
御
庭
へ
可
移
候
之
間
、
成
其
意
、
誰
々
ほ
り
ニ
来
候
共
、

其
理
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

八（
天
正
十
八
年
カ
）

月
廿
一
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　
　

賀
茂

　
　
　
　
　

神
主
殿

　
　
　
　
　
　

御
宿
所

○
常
御
所
庭
造
営
に
関
す
る
記
事
が
『
御
湯
殿
の
上
日
記
』
天
正
十
八
年
八

月
十
六
日
条
に
あ
る
の
で
そ
れ
に
関
す
る
か
。

318
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
76

当
郷
よ
り
竹
千
本
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
御
城
へ
届
候
用
ニ
候
、
人
足
稲
葉

兵（
重
通
）庫

方
奉
行
申
次
第
可
出
候
也
、

　
　
　

八
月
廿
二
日
（
黒
印
）

　
　
　
　

賀
茂
惣
中

319
鳥
居
小
路
経
孝
宛
書
状
写
『
華
頂
要
略
』
七
三

御
書
頂
戴
忝
存
候
、
鞍
馬
之
具
足
事
、
被
召
寄
候
て
御
里
坊
ニ

被
置
、
神
事
之
時
は
か
り
被
借
遣
之
様
ニ
被
仰
付
候
、
又
杉
屋

家
之
事
、
是
よ
り
御
返
事
可
申
候
、
最
前
御
煩
後
無
音
背
本
意

存
候
、
何
も
与
風
御
成
奉
待
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

八
月
廿
五
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

鳥（
経
孝
）居

小
路
殿　
　
　
　

玄
以

○
鳥
居
小
路
家
は
青
蓮
院
門
跡
の
坊
官
。
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320
菊
亭
晴
季
等
他
三
名
宛
書
状
「
金
光
寺
文
書
」

山
本
勝
兵
衛
尉
事
、
諸
大
夫
ニ
可
被
成
之
旨
、
大（
豊
臣
秀
吉
）

閤
様
被
仰
出
候
、

其
旨
可
被
伺
叡
慮
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

八
月
廿
五
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

菊（
晴
季
）亭
殿

　
　
　
　

久（
敦
通
）我

殿

　
　
　
　

勧（
晴
豊
）修
寺
殿

　
　
　
　

中（
親
綱
）山
殿

　
　
　
　
　
　

御
雑
掌　

○
秀
吉
が
太
閤
と
な
っ
て
以
後
、
菊
亭
晴
季
が
秀
次
事
件
に
連
座
す
る
文
禄

四
年
七
月
以
前
な
の
で
、
天
正
二
十
年
～
文
禄
三
年
。

321
上
醍
醐
年
預
中
宛
書
状
（
折
紙
）『
醍
醐
寺
文
書
』
３
７
８
５

当
寺
五
大
堂
事
、
先　

親（
誠
仁
）王
様
御
建
立
之
儀
、
不
混
自
余
候
条
、

材
木
之
事
、
各
雖
為
私
領
、
彼
作
事
用
所
可
被
相
望
事
簡
要
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

八
月
廿
九
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　

上
醍
醐

　
　
　

年
預
中

322
上
賀
茂
惣
中
宛
書
下
（
切
紙
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
Ｍ
78

伏
見
二
丸
普
請
用
候
当
郷
人
足
百
五
十
人
明
日
ゟ
三
日
之
間
可

罷
出
候
也
、

　
　

九
月
二
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　

上
賀
茂
惣
中

323
勧
修
寺
門
跡
雑
掌
宛
書
状
（
折
紙
）「
勧
修
寺
文
書
」
六

先
度
者
殿（
豊
臣
秀
吉
）

下
為
御
迎
御
成
過
分
思
食
候
、
就
其
可
有
下
馬
候
処
、

馬
之
心
不
自
由
に
て
乗
下
不
輙
故
、
相
似
無
礼
候
、
為
其
御
礼

拙
者
可
参
申
由
、
雖
被
仰
出
候
、
早
御
帰
寺
候
条
、
御
里
迄
参

申
置
候
、
御
草
臥
相
止
候
時
分
、
何
も
御
見
参
に
て
可
被
仰
入

旨
御
意
候
、
此
方
可
被
申
上
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　

九
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　

勧（
聖
信
）修

寺
御
門
跡

　
　
　
　

御
雑
掌

○
勧
修
寺
門
跡
聖
信
は
天
正
二
十
年
三
月
に
死
去
す
る
の
で
、
秀
吉
が
関
白

に
な
る
天
正
十
三
年
か
ら
天
正
十
九
年
。
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324
治
部
卿
長
盛
宛
書
状
（
折
紙
）�

�

�

「
東
寺
塔
供
養
舞
楽
曼
荼
羅
供
自
記
裏
文
書
」

今
日
其
許
へ
御
成
ニ
付
て
御
礼
被
仰
上
候
つ
る
段
尤
存
候
、
然

ハ
御
進
上
候
柿
一
折
即
御
城
へ
上
申
候
、
次
拙
者
へ
柿
一
折
過

分
ニ
存
候
由
、
御
取
成
頼
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

九
月
五
日　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　
　

治（
長
盛
）部
卿
殿

○
治
部
卿
長
盛
は
三
宝
院
門
跡
の
雑
掌
。

325
藤
波
慶
忠
宛
書
状
「
下
郷
伝
平
氏
所
蔵
文
書
」

（
切
封
ウ
ハ
書
）

「　
（
墨
引
）　　
　
　

 

民
部
卿
法
印

　
　
　

祭（
藤
波
慶
忠
）

主
殿　
　
　
　
　

玄
以

　
　
　
　
　
　

御
報　
　
　
　
　
　

」

生
狸
被
懸
御
意
候
、
誠
珍
重
此
事
候
、
仍
御
譲
位
御
下
行
之
事

心
得
申
候
、
遂
面
談
可
申
付
候
、
毎
事
期
其
節
存
候
、
恐
々
謹

言
、

　
　
　

九（
天
正
十
四
年
カ
）

月
十
三
日　
　
　

玄
以
（
花
押
）

○
「
御
譲
位
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
天
正
十
四
年
か
。
正
親
町
天
皇
は
天
正

十
四
年
十
一
月
譲
位
。

326
立
入
康
善
宛
書
下
（
折
紙
）『
禁
裏
御
倉
職
立
入
家
文
書
』
９

四
条
中
嶋
敷
地
之
事
、
其
許
媒
介
之
趣
令
免
許
候
、
此
旨
名
護

屋
へ
下
知
尤
候
也
、

　
　
　

九
月
十
三
日　
　

民
部
（
花
押
）

　
　

立
入
左（
康
善
）京
進
殿

327
南
禅
寺
惣
中
宛
書
状
（
折
紙
）『
南
禅
寺
文
書
』
313

先
年
被
仰
付
候
松
苗
、
伏
見
ニ
植
さ
せ
ら
る
へ
き
旨
候
、
此
御

奉
行
衆
へ
有
次
第
可
被
（
御
渡
）

□
□
候
、
然
者
請
取
を
被
取
置
、
追
而

此
方
へ
松
之
員
数
可
有
算
用
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

九
月
廿
六
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

南
禅
寺

　
　
　
　
　
　

惣
中

328
大
徳
寺
侍
者
中
宛
書
状
『
大
徳
寺
文
書
』
２
４
４
８

於
当
寺
内
、
ふ
と
さ
第
一
之
竹
を
被
撰
、
百
本
為
寺
中
ほ
ら
れ
、
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伏
見
へ
可
有
進
上
之
旨
、
被
仰
出
候
、
届
候
事
ハ
我
等
之
奉
行

に
申
付
候
、
ほ
り
候
事
ハ
当
寺
門
前
之
者
共
ニ
可
被
申
付
候
、

様
子
わ
ろ
く
ほ
り
候
て
ハ
不
入
物
ニ
候
間
、
其
段
い
か
に
も
可

被
入
念
事
肝
要
候
、
此
方
之
人
足
入
候
て
、
ほ
ら
セ
候
ハ
ヽ
、

諸
事
寺
中
悪
く
仕
候
ハ
ん
と
存
、
如
此
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

九
月
廿
七
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

大
徳
寺

　
　
　
　

侍
者
中

329
大
徳
寺
侍
者
中
宛
書
状
（
折
紙
）『
大
徳
寺
文
書
』
113

当
地
下
着
ニ
付
御
使
僧
、
殊
十
帖
一
巻
被
懸
御
意
候
、
遠
路
畏

悦
至
候
、
猶
松
田
勝（
政
行
）右
衛
門
尉
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

九
月
廿
八
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

大
徳
寺

　
　
　
　
　
　

侍
者
御
中

330
三
宝
院
雑
掌
治
部
卿
長
盛
宛
書
状
「
義
演
准
后
日
記
」�

�

�

文
禄
五
年
二
月
十
六
日
～
三
月
五
日
紙
背

就
爰
元
罷
越
候
御
書
忝
存
候
、
殊
十
帖
并
縮
一
端
拝
領
過
当
至

極
存
候
、
頓
而
可
罷
上
候
条
万
々
其
節
可
申
述
候
旨
可
被
申
上

候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

九
月
廿
八
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　
　

治（
長
盛
）部
卿
殿

（
礼
紙
ウ
ハ
書
）

「　
（
墨
引
）　　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

治
部
卿
殿　
　
　
　
［　
　

］」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
玄
以
）

○
治
部
卿
長
盛
は
三
宝
院
門
跡
の
雑
掌
。
文
禄
四
年
以
前
。

331
雑
斎
宛
書
状
（
モ
ト
折
紙
）�

�

�

『
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
目
録
』
平
成
29
年
度

三
井
寺
江
被
仰
付
候
杉
ほ
り
候
て
置
候
由
候
間
、
早
々
人
足
被

仰
付
、
此
地
へ
御
届
尤
存
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　

十
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）
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雑
斎

　
　

御
宿
所

〇
三
井
寺
は
文
禄
四
年
七
月
の
秀
次
事
件
に
関
連
し
て
廃
絶
と
な
っ
た
の
で
、

文
禄
三
年
以
前
。

332
西
京
惣
中
宛
書
下
（
折
紙
）『
北
野
天
満
宮
史
料
』
150

急
度
申
遣
候
、
仍
当
町
中
ニ
宿
を
か
り
居
住
候
者
、
請
人
已
下

於
不
慥
者
ハ
不
可
相
叶
候
、
并
当
座
は
た
こ
を
く
ひ
行
通
候

者
ニ
至
て
ハ
、
雖
為
誰
々
、
及
是
非
間
敷
候
、
雖
為
昼
半
日
程
も
、

足
を
た
め
居
候
者
ニ
付
て
ハ
、
よ
く
其
仁
躰
を
改
、
不
慥
者
ニ
ハ

宿
を
か
す
へ
か
ら
す
候
、
如
此
之
上
、
自
然
悪
逆
人
に
宿
を
か

し
候
者
、其
者
之
儀
者
不
及
申
、当
所
町
中
可
為
御
成
敗
候
、能
々

可
入
念
事
肝
要
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十
月
十
三
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

西
京

　
　
　
　
　
　
　
　

惣
中

333
檜
山
孫
九
郎
宛
書
状
（
折
紙
）「
妙
覚
寺
文
書
」

下
鴨
よ
り
竹
可
被
寄
之
由
、
得
其
意
候
、
急
々
二
重
切
ニ
伐
進

度
候
、
猶
以
曲
作
所
望
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十
月
廿
一
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　
　

檜
山
孫
九
郎
殿

334
某
宛
書
状
「
尊
経
閣
古
文
書
纂
編
年
雑
纂
」
526

［　

］
無
疎
意
［　

］
通
者
河
越
淵
庵
之
事
候
之
間
、
委
細
可

有
御
演
説
候
、
旁
自
是
可
得
御
意
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　

十
月
廿
八
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

（
後
欠
）

335
歓
仲
宛
書
状
（
モ
ト
折
紙
）「
本
法
寺
文
書
」
一

如
仰
其
後
無
音
所
存
之
外
候
、
仍
其
御
城
御
蔵
御
用
と
し
て
自

大
仏
し（

漆

喰

）

つ
く
い
の
道
具
御
取
寄
あ
る
へ
き
ニ
付
て
、鳥
羽
迄
車（
以

下
欠
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十
月
廿
九
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

帥（
歓
仲
）法
印
御
房

　
　
　
　
　
　

貴
報
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336
松
梅
院
宛
書
下
書
状
『
北
野
天
満
宮
史
料
』
151

　
　

木
数
な
ん
本
と
御
わ
た
し
候
へ
く
候
、
已
上
、

御
数
奇
屋
路
地
ニ
う
へ
さ
せ
ら
れ
候
御
用
ニ
候
、
何
に
て
も
と

き
わ
木
の
類
、
其
元
不
入
所
ニ
て
ほ
ら
せ
可
給
候
、
む
さ
と
ほ

り
や
ふ
り
候
ハ
ぬ
様
ニ
御
見
計
候
へ
く
候
、

　
　
　

十
一　
　
　
　
　

民
法
印

　
　
　
　

一
日　
　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

松
梅
院

　
　
　

参

337
今
小
路
宛
書
状
『
妙
法
院
史
料
』
187

御
書
令
拝
見
候
、
御
里
坊
之
家
之
儀
、
勧（
聖
信
）修
寺
殿
へ
可
被
遣
之

旨
尤
候
、
屋
敷
共
ニ
可
被
遣
と
の
儀
者
不
致
分
別
候
、
家
取
壊

被
遣
候
ハ
ヽ
跡
之
地
形
之
儀
者
此
方
へ
可
被
返
下
候
、
此
者
可

被
申
達
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十
一
月
二
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

今（
行
康
）小

路
殿

○
勧
修
寺
門
跡
聖
信
は
天
正
二
十
年
三
月
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
天
正

十
二
年
～
十
九
年
。�

�

○
今
小
路
家
は
妙
法
院
門
跡
の
坊
官
。

338
園
光
宛
書
状
『
猪
熊
文
書
』「
武
家
文
書
其
二
」
10

如　

御
書
、
先
度
者
御
成
殊
種
々
拝
領
忝
存
候
、
其
後
彼
是
取

紛
従
是
不
申
上
、
背
本
意
存
候
、
兼
亦　

院（
正
親
町
院
）

御
所
之
御
近
所
ニ

当
御（
尊
朝
カ
）門跡
様
御
里
坊
御
屋
敷
之
事
被
仰
下
候
、
心
得
存
候
、
委

曲
鳥（
経
孝
）井

小
路
可
被
申
上
候
旨
、
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

十（
天
正
十
九
年
カ
）

一
月
六
日　
　
　

 

玄
以
（
花
押
）

（
礼
紙
切
封
ウ
ハ
書
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　
　

園
光
殿　
　
　
　

 

玄
以　
　

」

○
正
親
町
院
は
天
正
十
四
年
十
一
月
七
日
に
譲
位
し
、
文
禄
二
年
一
月
に
死

去
し
て
い
る
の
で
、
天
正
十
五
年
～
天
正
二
十
年
。
秀
吉
の
京
都
改
造
に
関

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
天
正
十
九
年
か
。�

�

○
青
蓮
院
門
跡
に
関
す
る
も
の
か
。

339
開
善
軒
・
足
立
助
兵
衛
宛
書
状
写
「
琳
明
寺
文
書
」

嶋
外
記
事
、
自
其
方
、
我
等
詞
を
副
候
て
く
れ
候
と
申
来
候
間
、

其
地
ニ
居
住
仕
候
様
被
懸
御
目
候
て
可
有
候
、
委
曲
正
印
ニ
申
候
、

恐
々
謹
言
、

― 35 ―



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十
一
月
廿
五
日　
　
　

玄
以
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　

開
善
軒

　
　
　
　
　

足
立
助
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

340
服
部
正
栄
宛
書
状
写
「
蠧
簡
集
残
編
」
六

車
之
義
承
候
、
最
前
も
如
申
入
、
増（
増
田
長
盛
）

右
相
談
申
候
ヘ
ハ
、
山
城

之
御
代
官
衆
御
人
足
に
て
米
御
城
へ
被
詰
候
へ
と
の
儀
候
、
拙

者
儀
初
山
城
之
御
代
官
衆
御
車
に
て
ハ
不
入
申
候
条
、
可
有
其

御
心
得
候
、
惣（
別
カ
）
村
い
つ
れ
も
は
や
御
蔵
之
米
被
相
詰
候
、
貴
公

一
人
遅
々
と
見
へ
申
候
、
急
度
被
仰
付
尤
存
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

極
月
七
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
影
）

　
　
　
　

服
部
土（
正
栄
）佐
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
返
報

341
法
花
宗
中
宛
書
状
（
折
紙
）�

�

�

「
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
」
29

松
崎
良
顕
事
、
長（
頂
）
妙
寺
門
弟
之
処
、
門
徒
を
替
、
他
門
隆
本

寺
ニ
住
持
候
由
候
、
往
古
ゟ
其
例
無
之
旨
候
、
殊
更
先
年
諸
事

法
度
被
相
定
由
候
、
為
宗
中
其
沙
汰
被
仕
、
有
様
之
旨
被
申
究

候
尤
候
、
其
上
も
若
不
相
究
候
事
候
者
、
万
様
子
承
可
其
随
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十
二
月
四
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

法
花
宗
中

342
松
木
宗
房
宛
書
状
（
折
紙
）「
仁
和
寺
史
料
」
御
経
蔵
151
ー
３

仁
和
寺
殿
院
家
真
乗
院
借
銭
事
承
候
、
如
御
存
知
天
正
十
三

年
ニ
公
家
徳
政
之　

御
朱
印
出
候
て
前
後
被
成
棄
破
候
事
、
今

更
誰
々
借
銭
之
儀
申
懸
候
哉
、
承
引
有
間
敷
之
旨
、
可
被
仰
遣

候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十
二
月
七
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　
　

松
木
中（
宗
房
）納
言
殿

　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
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343
歓
仲
宛
書
状
（
折
紙
）「
岡
本
文
書
」
二

　
　

猶
以
御
手
前
ノ
を
待
申
候
間
、
早
々
被
差
上
候
、
以
上
、

追
而
申
入
候
、
熨
付
事
此
方
手
前
も
小
西
方
之
分
も
は
や
御
算

用
状
相
調
候
、
御
手
前
分
急
御
帳
可
有
候
、
尚
御
使
者
へ
申
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　

十
二
月
十
二
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　

帥（
歓
仲
）法
印
御
房

　
　
　
　
　

 

玉
床
下

344
嵯
峨
池
浦
百
姓
中
・
借
主
中
等
宛
書
下
（
折
紙
）�

�

�

『
鹿
王
院
文
書
の
研
究
』
874

鹿
王
院
領
年
貢
未
進
分
并
祠
堂
借
銭
方
無
沙
汰
之
由
曲
事
候
、

急
度
可
相
済
候
、
猶
於
難
渋
者
催
促
可
申
付
候
、
時
分
柄
之
義

候
条
、
不
可
有
由
断
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
法
印

　
　
　

極
月
十
四
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　

嵯
峨

　

池
裏

　

北
山

　
　

百
姓
中

　
　

借
主
中

345
小
西
隆
佐
他
五
名
宛
書
状
（
折
紙
）「
古
文
書
纂
」
一

於
下
三
栖
、
御
局
方
御
末
衆
知
行
分
事
、
今
日
ニ
至
て
当
免
を

も
不
相
究
、
取
納
を
も
不
仕
候
由
沙
汰
之
限
候
、
月
迫
ま
て
当

納
候
、
不
遂
勘
定
下
代
ハ
不
可
有
之
候
、
自
然
不
相
届
之
儀
候

ハ
ヽ
、
各
可
為
越
度
候
、
早
々
罷
出
様
体
可
被
申
、
於
由
断
者

可
為
曲
事
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
法

　
　
　

十
二
月
十
五
日　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

隆（
小
西
）佐

　
　

豊
後
殿

　
　

粟
津
対
馬
殿

　
　

中
沢
対
馬
殿

　
　

兵
庫
殿

　
　

源
兵
衛
殿
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346
稲
荷
社
家
中
宛
書
状
（
折
紙
）「
羽
倉
文
書
」

最
前
大
仏
廻
に
植
さ
せ
ら
る
へ
き
旨
候
て
、
所
々
へ
被
仰
付
候

松
苗
之
儀
、
早
経
年
た
る
事
候
間
、
定
而
被
居
置
可
為
生
長
候
、

来
春
時
分
を
以
植
さ
せ
ら
る
へ
き
に
て
候
間
、
可
有
其
心
得
候
、

松
員
数
之
事
ハ
、
先
年
折
紙
申
候
つ
る
、
不
可
有
由
断
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

極
月
十
八
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

稲
荷

　
　
　
　
　

社
家
中

347
下
鴨
社
家
中
宛
書
状
（
折
紙
）「
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
文
書
」

大
仏
廻
に
植
さ
せ
ら
る
へ
き
旨
候
て
最
前
所
々
へ
被
仰
付
候
松

苗
之
義
、
早
経
年
た
る
事
候
間
、
定
而
被
居
置
可
為
生
長
候
、

来
春
時
分
を
以
植
さ
せ
ら
る
へ
き
に
て
候
条
、
可
有
其
意
得
候
、

松
員
数
之
事
ハ
、先
年
折
紙
に
申
候
つ
る
、不
可
有
由
断
候
、恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

極
月
十
八
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

下
鴨

　
　
　
　

社
家
中

348
北
野
惣
中
宛
書
状
写
『
北
野
神
社
文
書
』
185

大
仏
廻
に
植
さ
せ
ら
る
へ
き
旨
候
て
最
前
被
仰
付
候
松
苗
之
儀
、

早
経
年
た
る
事
、
定
而
被
居
置
可
為
生
長
候
、
来
春
時
分
を
以

植
さ
せ
ら
る
へ
き
に
て
候
条
、
可
被
成
其
意
候
、
松
員
数
之
事

ハ
、
先
年
折
紙
に
申
候
つ
る
、
不
可
有
由
断
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

極
月
十
八
日　
　
　
　

玄
以
（
花
押
影
）

　
　
　

北
野

　
　
　
　
　

惣
中

349
安
威
守
佐
宛
書
状
（
折
紙
）「
波
多
野
幸
彦
氏
所
蔵
文
書
」
四

上
賀
茂
宝
幢
院
分
之
儀
付
、
落
合
か
た
迄
御
折
紙
之
通
令
披
見

候
、
爰
元
に
て
御
知
行
被
下
候
分
者
、
不
寄
多
少
御
書
出
悉
我

等
ニ
被
仰
出
候
条
、
其
分
ニ
申
付
候
、
彼
御
書
出
所
持
候
事
候
、

何
れ
も
被
遣
御
書
出
候
分
者
申
付
事
、
去
年
於
坂
本
爰
元
之
儀

被
仰
付
候
砌
、
悉
相
定
申
候
事
候
、
定
而
其
始
末
不
可
有
御
存
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知
候
哉
、何
れ
ニ
二
三
日
中
ニ
可
罷
下
候
間
、旁
以
面
可
申
候
、恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　

十
二
月
廿
日　
　
　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　

安
威
五（
守
左
）左
衛
門
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

〇
安
威
守
佐
は
天
正
十
七
年
十
一
月
に
は
摂
津
守
を
名
乗
っ
て
い
る
（『
大
徳

寺
文
書
』
２
５
５
４
）
の
で
、
天
正
十
六
年
以
前
。
天
正
十
三
年
検
地
に
関

す
る
も
の
か
。

350
天
龍
寺
役
者
中
宛
書
下
（
折
紙
）「
天
龍
寺
文
書
の
研
究
」
766

当
寺
領
之
内
、
樋
爪
・
馬
場
村
立
田
過
分
に
在
之
段
沙
汰
之
限

候
、
各
彼
郷
へ
被
打
越
、
早
々
刈
取
候
様
ニ
可
被
申
付
候
、
立

毛
在
之
所
ハ
寺
領
被
召
放
、
其
上
何
れ
も
可
為
曲
事
之
旨
候
、　

上
様
明
日
淀
迄
被
成
御
上
候
、
然
者
在
々
へ
御
小
人
を
見
せ
ニ

可
被
遣
ニ
候
、
早
々
刈
候
様
被
申
付
尤
候
、
不
可
有
由
断
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十（
天
正
十
七
年
カ
）

二
月
廿
一
日　
　
　

玄
以
（
花
押
）

　
　
　

天
龍
寺

　
　
　
　
　

役
者
中

○
秀
吉
は
天
正
十
七
年
十
二
月
二
十
日
に
大
坂
を
出
発
し
て
京
都
に
向
か
っ

て
い
る
（『
言
経
卿
記
』）
の
で
、
こ
の
年
の
可
能
性
が
高
い
。

351
施
薬
院
全
宗
宛
書
状
写
「
南
部
文
書
」
七

常
州
水
谷
領
内
ニ
在
之
妙
慶
寺
亮
弁
僧
正
潅
頂
執
行
之
儀
ニ
付

而
千
妙
寺
与
申
分
依
在
之
、
御
本
寺
青（
尊
朝
）蓮
院
御
門
跡
へ
双
方
存

分
申
上
、
不
被
糺
是
非
之
半
、
貴
院
以
馳
走
、
亮
弁
御
朱
印
申

請
之
由
候
、
如
何
之
儀
候
哉
、
定
申
分
之
儀
貴
院
ヘ
ハ
不
申
候

哉
、
彼
寺
僧
め
し
よ
せ
ら
れ
被
遂
御
糺
明
可
被
仰
付
之
旨
青
蓮

院
殿
御
存
分
ニ
候
間
、
為
御
意
得
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
法
印

　
　
　

十
二
月
廿
六
日
日　
　

玄
以
判

　
　
　
　

薬（
全
宗
）院

352
中
山
親
綱
宛
書
状�

�

�

『
大
阪
古
典
会
創
立
百
周
年
記
念
古
典
籍
善
本
展
観
図
録
』

今
朝
申
候
御
公
家
衆
よ（

寄

合

）

り
あ
い
の
事
、
明
後
日
廿
二
日
と
被
仰

出
候
へ
共
、
明
日
可
被
聞
召
之
旨
候
間
、
早
々
被
仰
遣
、
明
日

ハ
午
之
刻
ニ
聚
楽
へ
各
御
出
候
様
ニ
か
た
く
可
被
仰
触
候
、
此

旨
菊（
菊
亭
晴
季
）

さ
ま
・
勧（
勧
修
寺
晴
豊
）

さ
ま
へ
可
被
仰
候
、
か
し
く
、
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廿
日　
　
　
　
　

 

玄
以
（
花
押
）

（
切
封
ウ
ハ
書
）　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ゟ

　
（
墨
引
）
中（
中
山
親
綱
）

大
納
さ
ま　
　
　

 

民
法

　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中　
　
　
　

」

○
聚
楽
第
が
完
成
す
る
天
正
十
五
年
か
ら
秀
次
に
関
白
を
譲
る
同
十
九
年
ま
で
。

353
い
勘
宛
書
状
「
法
金
剛
院
文
書
」
三

（
端
裏
ウ
ハ
書
）

「　
（
墨
引
）　　

い
勘
さ
ま　
　

 
民
法
」

法
金
剛
院
事
、
猶
々
御
心
ゑ
申
候
、
其
外
之
事
す
ミ
申
候
て
我
々

も
ま
ん
そ
く
候
、
か
し
く
、

〇
「
い
勘
」
は
稲
葉
勘
右
衛
門
重
通
か
。

354
前
田
秀
以
宛
書
状
（
折
紙
）「
青
蓮
院
文
書
」
三

や
く
そ
く
の
い
ん
ら
う
つ
か
ハ
し
候
、
す
い
ふ
ん
う
つ
く
し
き

を
念
を
入
候
、
其
方
ニ
御
入
候
ハ
、
返

く
［　
　

］
い
よ

く
手
習
無
由
断
よ
し
尤
候
、　

御
所
様
へ
も
心
得
申
さ
れ
候

へ
く
候
、
か
し
く
、

（
切
封
ウ
ハ
書
）

「　
（
墨
引
き
）

　

侍（
前
田
秀
以
）

従
殿　
　
　
　

民　

」

○
前
田
玄
以
息
、
前
田
秀
以
は
青
蓮
院
に
手
習
の
た
め
入
寺
し
て
い
る
（『
華

頂
要
略
』
門
主
伝
二
十
四
）。

355
慶
斎
宛
書
状
「
青
蓮
院
文
書
」
三

昨
日
ハ
御
成
忝
存
候
、
仍
く
ら
ま
の
事
、
心
得
存
候
、
上
使
可

差
越
候
、
又
竹（
良
恕
）門
さ
ま
の
事
、
今
朝
松
梅
ニ
申
聞
候
、
申
様
御

座
候
者
則
竹
門
さ
ま
へ
可
申
上
候
、
彼
是
鳥（
経
孝
）居
小
路
可
申
候
、

（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゟ

　
（
墨
引
）
慶
斎
殿　
　
　

民
法
」

356
鳥
居
小
路
経
孝
宛
書
状
礼
紙
「
青
蓮
院
文
書
」
三

（
礼
紙
ウ
ハ
書
）

「　
　
（
墨
引
）　　
　

民
部
卿
法
印

　
　

 
鳥（経孝
）小
路
殿　
　
　
　
　

玄
以
」

（
紙
背
・
後
筆
）
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「
徳
善
院
玄
以
書
」

357
鳥
居
小
路
経
孝
宛
書
状
礼
紙
「
青
蓮
院
文
書
」
三

（
礼
紙
ウ
ハ
書
）

「　
　
（
墨
引
）　　
　

民
部
卿
法
印

　
　

鳥（経孝
）居
小
路
殿　
　
　
　
　

 

玄
以
」

出
典
一
覧

あ
行「

秋
田
藩
採
集
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

「
稲
荷
神
社
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

『
猪
熊
文
書
』（
一
）（
松
岡
久
人
編
、
福
武
書
店
、
一
九
八
三
）

「
岩
倉
共
有
文
書
」

�

（
安
土
城
・
織
田
信
長
関
連
文
書
調
査
報
告
14
『
岩
倉
共
有
文
書
目
録
』、

二
〇
〇
四
）

『
大
阪
古
典
会
創
立
百
周
年
記
念
古
典
籍
善
本
展
観
図
録
』

「
大
阪
城
天
守
閣
博
物
館
所
蔵
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

「
大
西
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
岡
本
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

か
行「

加
瀬
藤
圃
氏
所
蔵
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

『
華
頂
要
略
』（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
写
本
）

『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』

�

（
史
料
纂
集
古
文
書
編
二
二
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
八
）

「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
ボ
ー
ン
デ
ジ
タ
ル
）

「
勧
修
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
義
演
准
后
日
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

「
祇
園
社
記
雑
纂
」
第
四
（
史
料
大
成
『
八
坂
神
社
記
録
』
四
）

「
北
白
川
宮
家
所
蔵
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
台
紙
付
写
真
）

「
北
野
社
家
日
記
」（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
電
子
化
資
料
所
蔵
）

『
北
野
神
社
文
書
』

�

（
史
料
纂
集
古
文
書
編
二
八
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
七
）

「
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
」（
頂
妙
寺
文
書
編
纂
会
編
『
頂
妙
寺
文
書
・

京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』、
大
塚
工
藝
社
、
一
九
八
七
）

『
九
条
家
文
書
』（
図
書
寮
叢
刊
）

「
高
台
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
広
隆
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録
』（
東
京
古
典
会
）

�

平
成
３
年
度
版
・
平
成
29
年
度
版

「
古
文
書
纂
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

『
駒
井
日
記
』（
藤
田
恒
春
校
訂
、
文
献
出
版
、
一
九
九
二
）

「
金
光
寺
文
書
」（『
東
浅
井
郡
志
』）

さ
行「

座
田
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
三
宝
院
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
時
慶
卿
記
紙
背
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）
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『
思
文
閣
墨
跡
資
料
目
録
』

「
下
郷
伝
平
氏
所
蔵
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
青
蓮
院
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）

�

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

「
神
応
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
角
坊
文
書
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

「
清
凉
寺
文
書
」（
水
野
恭
一
郎
・
中
井
真
孝
編
『
京
都
浄
土
宗
寺
院
文
書
』、

同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
〇
）

「
泉
涌
寺
文
書
」

�

（
赤
松
俊
秀
監
修
『
泉
涌
寺
史
資
料
編
』、
法
蔵
館
、
一
九
九
四
）

「
尊
経
閣
文
庫
古
文
書
纂
編
年
雑
纂
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

た
行『

大
覚
寺
文
書
』
上
巻
（
大
覚
寺
史
資
料
編
纂
室
編
、
一
九
八
〇
）

「
大
仙
寺
文
書
」（『
岐
阜
県
史
』
古
代
・
中
世
）

「
醍
醐
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

『
醍
醐
寺
文
書
』（『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
九
）

『
大
徳
寺
文
書
』（『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
七
）

「
高
須
元
之
祐
旧
蔵
文
書
」（『
西
宮
市
史
』
第
四
巻
資
料
編
一
）

「
田
島
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
立
花
家
文
書
」

�

（『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
柳
川
藩
初
期
（
上
）、
一
九
八
六
）

『
伊
達
家
文
書
』（『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
三
）

『
禁
裏
御
倉
職
立
入
家
文
書
』（
叢
書
京
都
の
史
料
12
、
二
〇
一
二
）

『
天
龍
寺
文
書
の
研
究
』（
原
田
正
俊
編
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
）

「
東
寺
塔
供
養
舞
楽
曼
荼
羅
供
自
記
裏
文
書
」

�

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
東
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
等
持
院
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
蠧
簡
集
残
編
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
）

「
曇
華
院
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

な
行「

中
村
林
一
氏
所
蔵
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

「
中
山
家
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
）

「
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

『
南
禅
寺
文
書
』
中
巻
（
櫻
井
景
雄
・
藤
井
學
共
編
、
一
九
七
四
）

「
南
部
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
仁
和
寺
史
料
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

は
行「

羽
倉
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
波
多
野
幸
彦
氏
所
蔵
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

「
東
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」

�

（『
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
』
創
刊
号
、
二
〇
一
一
）

「
法
金
剛
院
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

『
本
能
寺
史
料
』（
藤
井
学
他
三
名
編
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
）

「
本
法
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）
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ま
行「

益
田
孝
氏
所
蔵
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
松
尾
神
社
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）

「
妙
覚
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
妙
顕
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
妙
心
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

『
妙
法
院
史
料
』
第
五
巻
（
妙
法
院
研
究
会
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
）

「
妙
蓮
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

や
行「

山
中
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）

「
吉
川
文
書
」（『
新
潟
県
史
』
史
料
編
五
）

ら
行「

琳
明
寺
文
書
」（
滋
賀
県
立
図
書
館
『
滋
賀
県
史
採
集
文
書
』）

『
鹿
王
院
文
書
の
研
究
』（
原
田
正
俊
編
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
）

わ
行「

若
宮
成
光
氏
所
蔵
文
書
」（『
岐
阜
県
史
』
古
代
・
中
世
）

『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
』
上
巻

�

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
）
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